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説

第
一
章

持

支

政

戸14
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一
、
支
持
政
党
と
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
要
因

ま
ず
、
性
、
年
令
、
収
入
(
世
帯
主
)
、
学
廃
の
四
つ
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
要
因
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
と
支
持
政
党
と
の
関
係
を

み
て
み
よ
う
。

、
。
声
-
J
}

、

L

T

J

j

 
わ
れ
わ
れ
の
調
主
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
の
支
持
者
の
割
合
は
、
第
一
・
一
表
に
示
し
た
よ
う
に
男
性
と
女
性
と
で
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
違
い
は
み
ら
れ
な

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
公
明
党
支
持
者
の
割
合
が
女
性
に
大
き
く
(
六
・
四
%
対
四
・
四
%
)
、

共
産
党
支
持
者
の
割
合
が
逆
に
男
性
に
大
き
く
な
っ
て
お
り
(
五
・
六
%
対
四
・
一
%
)
ま
た
、
支
持
政
党
が
特
に
な
い
と
符
え
た
も
の

の
割
合
が
女
性
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
(
一
三
了
二
%
対
二

0
・
九
%
)
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
有
意
で
は
な
い
が
、
他
の
全
国
調
究

の
場
合
に
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

年
令
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
の
支
持
者
に
お
け
る
年
令
層
の
分
布
を
検
討
は
v

二

O
代
、
三

O
才
か
ら
四
四
才
、

四
五
才
以
上
の
三
つ
の
年
令
屑
に
大
別
し
た
。
第
一
・
ニ
表
に

一
ぶ
し
た
よ
う
に
自
民
党
支
持
者
の
割
合
は
、
年
令
層
、
か
古
川
く
な
る
に
つ
れ
て
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
二

O
代
で
は
、

ほ
ぼ
二
割
に
す
ぎ
な
い
が
、

四
五
才
以
上
の
年
令
層
で
は
、
そ
の
二
倍
以

上
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
党
支
持
者
の
割
合
は
、
自
民
党
支
持
者
の
割
合
と
逆
の
関
係
つ
ま

り
、
年
令
開
局
が
低
い
程
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
は
か
な
ら
ず
し
も
な
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち

社
会
党
支
持
者
の
割
合
が
最
も
大
き
い
の
は
、
三

O
才
か
ら
四
四
才
ま
で
の
年
令
層
に
お
い
て

で
あ
り
、
こ
の
年
令
層
の
四
割
以
上
が
社
会
党
支
持
者
で
あ
る
。
二

O
代
に
は
四
五
才
以
上
の

性別にみた支持政党

男 女

自 民 30.3% 31.1% 

支
社 .gミh 35.9 33目4
公 明 4.4 6.4 

持 民 ネ上 2.9 1.8 

政
共産 5.6 4.1 

特になし 20.9 23.2 
YぷL与

100.0 100.0 

N (340) (392) 

第 1・1表
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年
令
層
よ
り
は
、
社
会
党
支
持
者
の
割
合
が
高
い
が
、
そ
の
差
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な

L 、。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
直
ち
に
、
青
年
層
の
「
脱
革
新
」
的
傾
向
を
示
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
o

と
い
う
の
は
、
自
民
党
支
持
者
の
割
合
は
二

O
代

に
お
い
て
最
も
低
い
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
共
産
党
支
持
者
の
割
合
が
二

O
代
に

)
 
1
A
 
(
 

最
も
大
き
く
(
他
の
二
つ
の
年
令
層
の
ほ
ぼ
二
倍
)
、
社
共
を
合
計
し
た
革
新
支
持
者
の

昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

割
合
で
は
、
二

O
代
と
四
五
才
以
上
の
年
令
層
と
で
そ
の
差
が
よ
り
大
き
く
な
る
か
ら
で

(
社
共
を
合
計
し
た
場
合
、

あ
る
。

二
O
代
四

0
・
五
%
、

二
O

j
四
四
才
四
六

%
、
四
五
才
以
上
一
二

0
・
六
%
)
。
そ
れ
に
し
て
も
、
社
、
共
を
合
計
し
た
割
合
が
二

O

代
よ
り
も
三

O
才
か
ら
四
四
才
ま
で
の
年
令
層
に
よ
り
大
き
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま

年令別にみた支持政党

20 代 130~4

自 民 19.5%1 28.8%1 42.9% 

社 会 32.6 42.6 27.3 
支
公 明 5.1 4.4 6.9 

持 民 社 1.9 2.6 2.4 

政
ヂ〈 産 7.9 3.7 3.3 

特になし 33.0 18.0 17.1 
5i.ι ， 

100.0 100.0 

N (215) (272) (245) 

第 1・2表

O
代
よ
り
も
三

O
才
か
ら
四
四
才
ま
で
の
年
令
層
に
よ
り
大
き
い
。

た
、
社
、
共
に
さ
ら
に
公
明
・
民
社
両
党
支
持
者
を
加
え
、
野
党
四
党
の
支
持
者
を
合
計
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
割
合
は
二

四
す
五
三
・
一
二
%
、

四
五
才
以
上
三
九
・
九
万
〉
O

(
野
党
四
党
を
合
計
し
た
場
合
、
二

O
代
四
七
・
五
%
、
コ
一

O
l
四

い
い
か
え
る
と
、
ニ

O
代
の
特
徴
の
一
つ
は
、
「
支
持
政
党
な
し
」
と
情
合
え
た
も
の
の

割
合
が
特
に
大
き
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
二

O
代
の
一
二
分
の
一
が
「
支
持
政
党
な
し
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
他
の
二
つ
の
年
令
層
に
お
け
る

「
支
持
政
党
な
し
」
の
ほ
ぼ
二
倍
で
あ
る
。

以
上
の
諸
点
も
ま
た
他
の
全
国
調
査
の
結
果
と
も
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
年
令
の
区
切
が
わ
れ
わ
れ
の
場
合
と
同
じ
で
な
い
の
で
、
厳
密
な

北法24(1・3)3

比
較
と
は
な
ら
な
い
が
、
同
じ
四
六
年
の
あ
る
全
国
調
査
に
よ
る
と
(
白
鳥
会
「
世
論
・
選
挙
・
政
治
」
〉
自
民
党
支
持
者
の
割
合
は
年

令
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
大
き
く
な
り
、
社
会
党
支
持
者
の
割
合
は
二

O
代
で
は
な
く
、
三
一

O
代
で
最
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。



説

年
令
層
別
に
み
た
支
持
政
党
の
パ
タ
ー
ン
は
、
男
性
と
女
性
と
で
異
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
一

図
に
一
万
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
は
男
性
と
女
性
と
で
大
き
く
異
な
ら
な
い
。
た
だ

論

男
性
の
場
合
に
は
女
性
の
場
合
よ
り
も
男
女
を
合
せ
て
み
た
上
述
の
諸
特
徴
が
よ
り
際
立
っ
て
去

わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
自
民
党
支
持
者
の
割
合
は
二
O
代
の
男
性
に
お
い
て
一

五
%
と
極
端
に
小
さ
い
が
、
三
O
代
か
ら
四
五
才
の
男
性
に
お
い
て
は
そ
の
二
倍
の
三
O
%
に
な

り
、
凹
五
才
以
上
の
男
性
に
お
い
て
は
そ
の
三
倍
の
四
五
%
と
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
い
う
よ
う

に
、
特
に
男
性
の
場
合
に
は
年
令
層
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
自
民
党
支
持
者
の
割
合
が
大
き
く
な

る
と
い
う
特
徴
が
際
立
っ
て
い
る
。
ま
た
社
会
党
支
持
者
に
つ
い
て
も
、
三
一
O
才
か
ら
四
四
才
ま

で
の
列
性
に
お
い
て
そ
の
割
合
が
四
四
%
で
あ
り
川
年
令
間
の
女
性
の
四
一
%
を
上
廻
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
二
O
代
に
お
け
る
支
持
政
党
な
し
の
訓
合
も
男
性
の
場
合
に
は
一
二
六
%
と
大
き
く
、

そ
の
川
介
は
他
の
三
つ
の
年
令
周
の
男
性
に
お
け
る
支
持
政
党
な
し
の
二
・
五
倍
で
あ
る
。

一
般
的
に
い
っ
て
、
収
入
に
つ
い
て
の
回
符
は
伝
頼
性
の
点
で
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
わ
れ
わ
れ
の
調
査
の
結
果
で
は
、
位
帯
主
の
収
入
と
被
調
査
者
の
支
持
政
党
と
の
間
に
は
、

あ
る
紅
皮
の
相
関
、
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
・
二
一
表
に
示
し
た
よ
う
に
世
情
主
の
収
入
が
五
万
円
未

満
を
低
所
得
層
、

五
万
円
か
ら
一
O
万
円
を
中
所
得
府
、

一
O
万
円
以
上
を
高
所
得
層
と
し
て
、

三
つ
に
大
別
し
て
み
る
と
、
自
民
党
支
持
者
の
割
合
は
、
収
入
が
よ
り
高
い
層
に
、

よ
り
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
高
所
得
層
で
は
低
所
得
層
の
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
党
支
持
者
の
割
合
は
、

低
所
得
層
と
中
所
得
隠
と
で
は
ほ
と
ん
ど
相
違
が
な
い
が
、
高
所
得
層
で
は
小
さ
く
な
っ
て
い

社

31% 

44 

N nなし他
105 15 36 17 

12 14 129 30 

30 

34% 

41 

25 
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昭和初年参I議院a議長選挙における札幌市住民の投票行動(1)

第1・3表世帯主収入別にみた支持政党
5万円未満 1 5 ~1O万円 1 10万円以上

自 民 22.0% 29.2% 45.9% 

支
社 会 38.7 39.3 . 21.1 

公 明 4.3 6.1 4.6 
持 民 社 2.2 2.4 3.7 

政
共 産 8.6 3.2 3.7 

特になし 24.2 19.9 21.1 
党

100.0 100.0 100.0 

N (186) (377) (109) 

男(1::i:111司会丘
N自なし他社

79 18 25 24 33% 

184 28 19 9 44 

58 53 19 9 19 

手!7万未満
代 17万以上

第3図

107 25 23 9 43% 

193 30 21 14 35 

51 37 23 15 24 

七|一|なしなJ他 11τlf「|1:;;;;;1;;ァ

tC721」百円iF1τ11 1::;;:1 

i111;!日 111;::;;:;;y
~tì.去24(1 ・ 5)5



説

る
。
サ
ン
プ
ル
数
の
小
さ
い
他
の
一
ニ
つ
の
政
党
支
持
者
に
つ
い
て
は
、
公
明
党
、
民
社
党
の
支
持
者
の
割
合
は
、
収
入
の
高
低
に
よ
り
そ

吾1'>-
iillU 

れ
ほ
ど
違
い
が
み
ら
れ
な
い
が
、
共
産
党
支
持
者
の
割
合
は
、
低
所
得
層
で
特
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

昭
和
四
三
年
公
明
選
挙
連
盟
の
調
査
の
場
合
に
は
、
世
帯
全
体
の
収
入
を
と
り
、
わ
れ
わ
れ
の
場
合
と
収
入
の
基
準
の
と
り
方
が
異
な

る
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
調
査
結
果
は
、
自
民
党
支
持
者
と
社
会
党
支
持
者
に
つ
い
て
は
、

わ
れ
わ
れ
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
示
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
他
の
三
一
党
に
つ
い
て
は
、
こ
の
全
国
調
査
は
、
わ
れ
わ
れ
の
場
合
と
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
調
査
に
よ

る
と
公
明
党
支
持
者
の
割
合
は
低
所
得
層
に
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
共
産
党
支
持
者
の
割
合
は
、
世
帯
月
収
の
古
川
低
に
よ

っ
て
、
そ
れ
程
遠
い
は
な
い
。

し
か
し
、
世
帯
主
の
収
入
と
支
持
政
党
と
の
関
係
は
、
被
調
査
者
の
性
、
あ
る
い
は
年
令
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
第
二
図

に
一
不
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
民
党
支
持
者
の
割
合
が
収
入
が
高
い
層
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
い
る
点
は
、
男
、
女
と
も
共
通
で
あ
る
が
、

こ
の
パ
タ
ー
ン
は
男
性
の
方
に
際
立
っ
て
い
る
。
男
性
の
場
合
に
は
、
高
所
得
層
の
自
民
党
支
持
者
の
割
合
は
、
低
所
得
層
の
そ
れ
の
四

倍
に
も
な
っ
て
い
る
。
社
会
党
支
持
者
の
割
合
は
、
女
性
の
場
合
に
は
、
収
入
の
低
い
層
ほ
ど
や
や
大
き
い
と
い
え
る
の
に
対
し
、
男
性

の
場
合
に
は
、
低
所
得
層
よ
り
も
、
む
し
ろ
中
所
得
層
に
お
い
て
そ
の
割
合
が
最
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
社
会
党
支
持
者

に
共
産
党
支
持
者
を
加
え
、
社
・
共
の
革
新
系
支
持
者
で
み
る
と
、
男
性
の
場
合
に
も
、
収
入
の
低
い
層
ほ
ど
革
新
系
支
持
者
の
別
合
が

大
き
い
と
い
え
る
。

(
社
共
合
計
し
た
場
合
、
低
所
得
層
四
八
・

一
%
、
中
所
得
層
四
五
・
六
%
、
高
所
得
層
ニ

0
・
七
%
)

収
入
の
高
低
と
支
持
政
党
と
の
関
係
は
、
被
調
査
者
の
年
令
に
よ
っ
て
も
ま
た
異
な
る
。

サ
ン
プ
ル
数
の
関
係
で
、
収
入
を
七
万
円
未

満
と
、
そ
れ
以
上
の
二
つ
の
層
に
大
別
し
て
み
る
と
、
第
三
一
図
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
収
入
の
高
低
に
よ
る
支
持
政
党
の
相
違
が
も
っ
と

も
顕
著
に
表
わ
れ
て
い
る
の
は
三

O
才
か
ら
四
四
才
ま
で
の
年
令
層
に
お
い
て
で
あ
る
。
二

O
代
に
も
ま
た
こ
の
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、

一二

O
才
か
ら
四
四
才
の
年
令
層
ほ
ど
で
は
な
い
。
二

O
代
で
は
社
会
党
支
持
者
の
割
合
が
世
帯
主
の
収
入
の
高
低
に
よ
っ
て
そ
れ
程
大
き

北法24(1・6)6 



く
は
違
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
で
も
、
社
・
共
の
「
革
新
」
系
支
持
者
の
割
合
を
み
た
場
合
に
は
、
二

O
代
に
お
い

え
る
。

(
社
・
共
を
合
計
し
た
場
合
、
二

O
代
七
万
未
満
四
四
・
七
%
、

て
も
、
一
二

O
才
か
ら
四
四
才
の
年
令
層
と
同
じ
よ
う
に
、
社
・
共
支
持
者
の
割
合
は
収
入
の
高
低
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
と
い

七
万
以
上
二
九
・
二
%
、
三

O
J四
四
才
七
万
未
満
五
三
了
三

見
七
万
以
上
回
一

-
五
V
4
)

こ
れ
に
対
し
四
五
才
以
上
の
人
の
場
合
に
は
、
収
入
の
高
低
に
よ
っ
て
支
持
政
党
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
な
い
。
四
五
才
以
上
の
人
の
場
合
に
は
収
入
の
低
い
層
に
は
、
高
い
層
に
劣
ら
ず
自
民
党
支
持
者
の
割
合
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

(1) 

学
歴
に
よ
っ
て
、
支
持
政
党
に
相
違
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
に
サ
ン
プ
ル
数

昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

は
少
な
い
が
、
公
明
党
と
共
産
党
は
、
こ
の
点
で
対
照
的
で
あ
る
。
公
明
党
支
持
者
の
割

合
は
低
い
学
歴
の
者
に
大
き
く
、
共
産
党
支
持
者
の
割
合
は
逆
に
高
い
学
歴
の
者
に
大

き
い
。
た
だ
、
後
者
に
つ
い
て
は
、

わ
れ
わ
れ
の
調
査
地
が
北
大
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
共
産
党
支
持
者
の
う
ち
に
学
生
を
含
め
北
大
関
係
者
が
比
較
的
多

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
い
え
る
。

(
共
産
党
支
持
者
三
五
名
の
う
ち
、

北
大
関
係
者
が
七
名
、
そ
の
う
ち
高
い
学
歴
の
も
の
五
名
。
)
し
か
し
、
仮
り
に
北
大
関

係
者
を
除
い
て
計
算
し
た
場
合
に
も
、

や
は
り
共
産
党
支
持
者
の
割
合
は
高
い
学
歴
の
者

に
や
や
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

(
北
大
関
係
者
を
除
い
た
場
合
、
低
三
・
六
%
、
中

六
%
、
高
六
・
四
%
)
自
民
党
支
持
者
と
社
会
党
支
持
者
に
関
し
て
は
、

い
ず
れ
も
学
歴

に
よ
る
相
違
は
、
目
立
た
な
い
。
確
か
に
、
自
民
党
支
持
者
の
割
合
は
、
学
歴
の
低
い
方

に
や
や
片
寄
っ
て
お
り
、
社
会
党
支
持
者
の
割
合
は
逆
に
学
歴
の
高
い
方
に
ご
く
わ
ず
か

片
寄
っ
て
い
る
が
、
そ
の
差
は
、

い
ず
れ
も
有
意
で
は
な
い
。

学歴別にみた支持政党

新(品制等〕中小学学校校I~旧新制制中高校学 I 大旧専， 短大学

自 民 32.7% 29.3% 26.9% 
支
社 会 33.5 35.3 36.1 

持 公 明 8.6 4.5 0.9 

政
民 社 2.8 1.8 2.8 
共 産 3.6 3.9 11. 1 

党
特になし 18.7 25.1 

100.0 100.0 N (278) (334) く108)

北法24(1・7)7

第い 4表



説

公
明
党
と
共
産
党
の
両
党
支
持
者
の
学
歴
に
よ
る
相
違
は
、

四
一
二
年
公
明
選
挙
連
盟
の
調
査
結
果
に
お
い
て
も
、

わ
れ
わ
れ
の
場
合
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

5命

公
明
党

中
三
・
九
%

学
歴
低
六
・
七
%

高
一
・
四
%

共
産
党

中
二
・
四
%

学
歴
低
一
・
一
%

高
六
・
六
%

自
民
党
と
社
会
党
の
両
党
支
持
者
の
場
合
も
、

わ
れ
わ
れ
の
結
果
と
そ
れ
程
異
な
ら
な
い
。

自
民
党

低
四

0
・
三
%

中
四

0
・
一
%

高
三
一
了
七
%

社
会
党

中
二
二
・
六
%

低
一
九
・

owm

高
二
二
・
七
%

し
か
し
、
学
歴
と
政
党
支
持
の
関
係
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
性
別
、
あ
る
い
は
、
年
令
別
に
分
け
て
み
る
と
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。
ま

ず
、
性
別
に
み
る
と
、
第
四
図
に
み
る
よ
う
に
自
民
党
支
持
者
に
つ
い
て
は
、
男
性
の
場
合
に
低
い
学
歴
の
者
に
そ
の
割
合
が
や
や
大
き

い
と
い
う
点
を
除
い
て
は
、
そ
れ
程
目
立
っ
た
差
異
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
社
会
党
支
持
者
に
つ
い
て
は
、
男
性
と
女
性
と
で
は

パ
タ
ー
ン
が
異
な
っ
て
い
る
。
社
会
党
支
持
者
の
割
合
は
、
女
性
の
場
合
に
は
高
い
学
歴
の
も
の
に
最
も
大
き
い
の
に
対
し
、
男
性
の
場

合
に
は
高
い
学
歴
の
も
の
に
逆
に
最
も
小
さ
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
社
会
党
支
持
者
に
共
産
党
支
持
者
を
加
え
た
「
卒
新
」
政
党
支
持

者
を
み
る
と
、
男
性
の
場
合
に
は
、
学
歴
に
よ
る
相
違
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

(
社
・
共
同
党
を
合
計
し
た
場
合
、
男
学
歴
低
四

-
六
%
、
中
四
二
・
六
%
、
高
四
一
・
六
%
)

い
い
か
え
る
と
、
男
性
の
場
合
に
は
、
学
歴
の
高
い
者
は
低
い
者
と
比
べ
よ
り
「
革
新
」

的
で
あ
る
と
は
か
な
ら
ず
し
も
い
え
な
い
。
し
か
し
女
性
の
場
合
に
は
、
社
会
党
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
に
共
産
党
を
加
え
た
「
革
新
」

政
党
支
持
者
に
つ
い
て
も
、
学
歴
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
「
革
新
」
政
党
支
持
者
の
割
合
は
、
学
歴
が
一
旦
向
く
な
る
に
つ
れ
て
大

き
く
な
る
。

(
社
・
共
を
合
計
し
た
場
合
、
女
学
歴
低
コ
二
・
六
%
、
中
三
六
・
八
%
、
高
五
六
・
一
%
)
実
に
学
歴
の
肖
い
女
性
の
五

六
%
は
「
革
新
」
政
党
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

北法24(1・8)8
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12 

14 

12 
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40 20 
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自{民
45 ， 
才!

21中・高

学
歴
に
よ
る
支
持
政
党
の
割
合
の
パ

タ
ー
ン
は
第
五
図
に
み
る
よ
う
に
年
令

岡
山
に
よ
っ
て
も
か
な
り
異
な
る
。
四
五

才
以
上
の
年
令
層
の
場
合
に
は
、
高
い

学
歴
の
も
の
の
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い

の
で
、
高
い
学
医
の
者
と
中
位
の
学
歴

の
者
の
二
つ
の
サ
ン
プ
ル
を
合
計
し
た

日

ぃ
。
二

O
代
に
お
い
て
は
、
こ
れ
と
い

が
司
こ
の
年
令
問
問
に
お
い
て
は
、
学
歴

に
よ
る
支
持
政
党
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
三

O
才

か
ら
四
四
才
の
年
令
層
に
お
い
て
は
、

自
民
党
支
持
者
の
割
合
が
巾
位
の
学
歴

の
者
に
特
に
大
き
く
、
社
会
党
支
持
者

の
割
合
は
向
い
学
歴
の
者
に
特
に
大
き

わ
ば
逆
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

北法24(1・9)9

つ
ま

り
、
自
民
党
支
持
者
の
訓
合
は
中
位
の

学
歴
の
者
に
僅
か
で
は
あ
る
が
小
さ



説

く
、
社
会
党
支
持
者
の
割
合
は
高
い
学
歴
の
者
に
む
し
ろ
小
さ
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
も
社
・
共
の
「
革
新
」
政
党
支
持
者
で
み
た
場
合

tこ
t工

や
や
異
な
る
。
二
O
代
に
お
い
て
は
、

「
革
新
」
政
党
支
持
者
の
割
合
は
、
学
歴
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

(
社
・
共
を

白命

合
計
し
た
場
合
、
二
O
代
学
歴
低
三
八
・
五
%
、
中
四

0
・
一
%
、
高
四

0
・
二
%
)
こ
れ
に
対
し
三
一
O
才
か
ら
四
四
才
の
年
令
屑
に
お

い
て
は
、
学
歴
の
高
い
者
は
依
然
と
し
て
最
も
「
革
新
」
的
で
あ
る
。
こ
の
年
令
国
間
の
高
い
学
際
の
も
の
の
六
五
%
が
社
・
共
の
「
革
新
」

政
党
支
持
者
で
あ
る
。

(
社
・
共
を
合
計
し
た
場
合
、
三
O
J
四
四
才
学
歴
低
四
八
・
O
M
、
中
四

0
・
五
%
、
高
六
五
・
O
Z
)
0

デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
要
因
の
う
ち
で
も
、
職
業
は
、
支
持
政
党
と
相
闘
の
最
も
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、

四
三
年
公
明
選
挙
連
盟
の
全
国
調
査
に
よ
る
と
、
自
民
党
支
持
者
の
割
合
は
、
自
営
の
農
林
漁
業
お
よ
び
自
営
の
商
工
業
、

自
由
業
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
六
O
%
、

五
五
%
と
最
も
大
き
く
、
こ
れ
に
対
し
最
も
小
さ
い
生
産
工
程
従
事
の
労
務
職
お
よ
び
同
事
務

職
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
八
%
、
二
二
%
と
自
民
党
支
持
者
の
割
合
は
前
者
の
コ
一
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
調
査
地
が
都
市
の
場
合
で
あ
っ

て
も
、
宇
治
市
の
調
査
に
よ
る
と
性
、
年
令
、
学
歴
、
職
業
、
収
入
の
五
つ
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
要
因
の
う
ち
、
自
民
党
と
本
新
二
党

〈
社
会
・
・
民
社
)

の
弁
別
要
因
と
し
て
職
業
が
最
も
重
要
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
調
査
に
お
い
て
職
業
を
正
確
に
と
ら
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
別
に
し
て
も
、
職
業
を
い
か
な
る
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
分
類
す
る
こ
と
が
支
持
政
党
と
の
関
係
を
み
る
際
に
最
も
有
効
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
調
査
地
、

し
た
が
っ
て
母
集
団
の
特
性
に
よ
っ
て
も
当
然
異
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
、

職
業
を

「
事
務
的
な
仕
事
」
、

「
主
と
し
て
体
を
使
う
仕
事
」
、

「
販
売
(
セ
ー
ル
ス
を
含
む
)
関
係
の
仕
事
」
、

(
苫
)

使
う
仕
事
」
の
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
。

「
教
員
技
術
者
な
ど
の
専
問
的
な
仕
事
」
、

「
人
を

第
一
・
五
表
は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
を
支
持
す
る
者
に
お
け
る
世
帯
主
の
職
業
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
支
持
政
党
に
よ
っ
て
、

世
帯
主
の
職
業
の
分
布
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
社
会
党
支
持
者
に
は
、
自
民
党
支
持
者
に
比
べ
、

「
主
と
し
て
休
を
使

北法24(1・10)10



う
仕
事
」
及
び
「
専
門
的
な
仕
事
」
に

従
事
す
る
者
の
割
合
が
大
き
く
、

完
関
係
の
仕
事
」
お
よ
び
「
人
を
使
う

仕
事
」

の
者
の
割
合
が
小
さ
い
。

務
的
な
仕
事
」
に
従
事
す
る
者
の
割
合

(1) 

は
、
こ
の
両
党
の
支
持
者
の
間
で
は
、

昭和46年参議院議長選挙における札幌市住民の投票行動

違
い
が
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
サ
ン
プ
ル

数
が
少
な
い
が
、
公
明
、
共
産
の
両
党

支
持
者
の
場
合
に
は
、
世
帯
主
の
職
業

分
布
に
お
い
て
か
な
り
特
徴
的
で
あ

る
。
公
明
党
支
持
者
に
は
、

「
主
と
し

て
体
を
使
う
仕
事
」
に
従
事
す
る
者
の

割
合
が
五
つ
の
政
党
支
持
者
の
う
ち
で

最
も
大
き
く
、
公
明
党
支
持
者
の
ほ
ぼ

半
分
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
公
明
党
支

持
者
に
は
「
専
門
的
な
仕
事
」
に
従
事

す
る
者
の
割
合
が
五
政
党
の
う
ち
で
最

も
小
さ
い
。
こ
れ
に
対
し
、
共
産
党
支

一寸

販「
事

支持政党と職業(世帯主〉

自民i社会|公明|民社|共産i特になし
事務的な仕事 22.6%i 23.8% 17.1% 25.0% 9.7% 23.9% 
世 主として体を使う仕事 23.1 30.0 48目6 31.3 32.3 24.6 
帯
主 販売関係の仕事 25.5 16.3 14.3 25.0 16.1 
の
専門的な仕事 127i204 5.7 6.3 35.5 16.2 昭治

業 人を使う仕事 13.7 I 7.1 8.6 12.5 3.2 12.0 

そ の 他 2.5 5.7 3.2 

N limo1100011000|10001100011000 
(212) ! (240) I (35) I (16) I (31) I (142) 

第 1・5表

支持政党と世帯主の職場規模

支 持 政 党

自民l社会|公明|民社|共産|その他
家 族 だ け 17.1% 8.3% 14.3% 6.3% 17.2% 12.1% 

世( 5人未満 15.1 3.1 11.4 6.3 6.9 7.9 帯従

ま業 5~ 50人未満 23.4 23.5 31.4 25.0 24.1 26.4 

職員
50 ~臥未満 7.8 6.1 8.6 12.4 6.9 7.9 

場 100 ~ 1， 000人未満 13.2 15.7 17.1 25.0 13.8 16.4 
規、数J 1，000人 以 上 8.8 12.7 8.6 18.7 6.9 10.7 模
官 公 11' 14.6 30.6 8.6 6.3 24.0 18.6 

第い 6表
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説

「
専
門
的
な
仕
事
」
に
従
事
す
る
者
の
割
合
が
五
政
党
の
う
ち
で
最
も
大
き
い
。
ま
た
共
産
党
支
持
者
に
は
、

「
人
を
使
う

持
者
に
は

仕
事
」
の
者
ば
か
り
で
な
く
、

「
事
務
的
な
仕
事
」
に
従
事
す
る
者
の
割
合
が
五
政
党
支
持
者
の
う
ち
最
も
小
さ
い
こ
と
が
注
目
さ
れ

::;.A. 
U岡

る。
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
の
支
持
者
に
お
け
る
世
帯
主
の
職
業
の
分
布
が
異
な
っ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
第
一
・
六
表
に
示
し
た
よ
う
に

叶
い
帯
主
が
働
い
て
い
る
職
場
の
規
模
の
分
布
に
も
相
違
が
み
ら
れ
る
。
自
民
党
支
持
者
に
は
、
社
会
党
支
持
者
と
比
べ
、
世
叩
主
が
よ
り

小
規
模
の
職
場
で
働
い
て
い
る
者
の
割
合
が
大
き
い
。
家
絞
だ
け
、
な
い
し
主
人
未
満
の
極
く
小
さ
い
職
場
で
働
い
て
い
る
者
の
割
合

は
、
自
民
党
支
持
者
の
場
合
ほ
ぼ
三
割
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
社
会
党
支
持
者
の
場
合
一
割
に
す
ぎ
な
い
。
五
人
か
ら
一

O
O人
税

度
の
あ
ま
り
大
き
く
な
い
職
場
で
働
い
て
い
る
者
の
割
合
は
、
自
民
党
支
持
者
と
社
会
党
支
持
者
と
で
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
い
が
、

0
0人
以
上
の
大
き
な
職
場
な
い
し
官
公
庁
で
働
い
て
い
る
者
の
割
合
は
自
民
党
支
持
者
で
は
二
三
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
社
会
党
支
持

者
の
場
合
に
は
そ
の
お
よ
そ
二
倍
の
四
三
%
で
あ
る
。
特
に
社
会
党
支
持
者
の
三
割
は
位
帯
主
の
職
場
が
官
公
庁
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
民

党
支
持
者
の
場
合
の
二
倍
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
公
明
党
支
持
者
の
に
つ
い
て
は
、
官
公
庁
に
勤
め
て
い
る
者
の
割
合
が
他
政
党
と

比
べ
小
さ
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
小
さ
な
規
模
の
職
場
で
働
い
て
い
る
者
の
割
合
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
公
明
党
支
持
者
の
う
ち
五

割
は
、
世
帯
主
の
働
い
て
い
る
職
場
が
五

O
人
未
満
の
比
較
的
小
さ
な
職
場
で
あ
る
。
も
っ
と
も
自
民
党
支
持
者
の
場
合
に
も
ほ
と
ん
ど

こ
れ
と
同
様
で
あ
る
か
ら
、
公
明
党
に
つ
い
て
だ
け
特
に
著
し
い
特
徴
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
が
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
の
支
持
者
に
お
い
て
世
帯
主
の
働
い
て
い
る
職
場
の
規
模
の
大
き
さ
に
相
異
が
み
ら
れ
る
と
す
れ

ば
、
職
業
を
考
え
る
際
に
当
然
職
場
の
規
模
を
も
合
わ
せ
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
職
業
と
職
場
の
規
模
と
の
こ
っ

の
要
因
を
と
も
に
考
慮
に
入
れ
た
場
合
の
方
が
、
そ
れ
ら
と
支
持
政
党
と
の
関
係
が
よ
り
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。
第

一
・
七
表
は
自
民
党
支
持
者
と
社
会
党
支
持
者
に
つ
い
て
、
位
帯
主
の
職
業
、
職
場
規
模
の
分
布
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
し
た

二!ヒ法24(1・12)12

。



)
 

宅

B
‘
(
 

昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

支持政党と世帯主の職業・職場規模

支持政党会47却自民|社

事務的な仕事{民官
間 企 業 17.3%1 12 

世帯 公 庁 5‘9 I 11 

主 主として体を使う仕事 J5 人 未 満 11.4 3.9 

の 15人以上，官公庁
職

11.9 26.8 

業 販売関係の仕事 J100 人 未 満 21‘8 8.3 
. 1100 人 以

職場

上 4‘5 8.8 

専門的な仕事 J100 人未満 5‘9 3目9

模規 ¥100人以上，官公庁 6.9 

人を使う仕事 (100 人未満 8.5 

100人以上，官公庁 5.9 3.5 

N (202) (228空|

第 1・7表

よ
う
に
、
自
民
党
支
持
者
に
は
、
社
会
党
に
比
べ

「
販
売
関
係
の
仕
事
」
と

「
人
を
使
う
仕
事
」
の
者
の
割
合
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
一
る
が
、

ま
ず
、
こ

の
二
つ
の
職
業
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

「
販
売
関
係
の
仕
事
」
の
場
合
に

}i 

一
O
O人
未
満
の
小
さ
い
職
場
で
働
い
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の

」
と
が
妥
当
す
る
が
、

一
O
O人
以
上
の
大
き
な
企
業
に
勤
め
て
い
る
も
の

の
割
合
は
、
む
し
ろ
僅
か
で
は
あ
る
が
社
会
党
支
持
者
に
よ
り
大
き
い
。

「
人
を
使
う
仕
事
」
の
者
の
割
合
は
、
職
場
の
規
慣
に
か
か
わ
り
な
く
、
社

会
党
支
持
者
に
比
べ
白
民
党
支
持
者
に
よ
り
大
き
い
と
い
え
る
が
、
そ
の
差

は一

O
O人
未
満
の
職
場
の
場
合
に
顕
著
で
あ
る
。

「
主
と
し
て
体
を
使
う

仕
事
」
と
「
専
門
的
な
仕
事
」
に
従
事
し
て
い
る
者
の
割
合
は
、
社
会
党
支

持
者
に
よ
り
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ど
の
よ
う
な
規
模
の
職
場

で
そ
れ
ら
の
仕
事
が
な
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

「
主
と
し
て
体
を
使
う
仕
事
」
の
者
で
あ
っ
て
も
、

五
人
未
満
の
梅
く
小
さ

い
職
場
の
場
合
に
は
、
社
会
党
支
持
者
よ
り
も
む
し
ろ
自
民
党
支
持
者
に
そ

の
よ
う
な
者
の
割
合
が
大
き
い
。
冗
人
未
満
の
小
さ
な
職
場
で
「
主
と
し
て

北法24(1・13)13

体
を
使
う
仕
事
」
に
従
事
し
て
い
る
者
は
、

わ
れ
わ
れ
の
サ
ン
プ
ル
で
四
八

で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
四
八
%
は
自
民
党
支
持
者
で
あ
り
、
社
会
党
支
持
者

は
一
九
%
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
共
産
党
支
持
者
六
%
を
加
え
て
も
、
自
民
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の
は
、

そ
の
よ
う
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
者
が
一

O
O人
以
上
の
大
き
な
企
業
、

な
い
し
官
公
庁
に
勤
め
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
最
後

北i1;24(1・14)14

説

党
支
持
者
の
半
分
に
す
ぎ
な
い
。

「
専
門
的
な
仕
事
」
の
場
合
に
も
一

O
O人
未
満
の
小
さ
い
職
場
に
働
い
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
む

し
ろ
自
民
党
支
持
者
に
よ
り
そ
の
割
合
が
大
き
く
、
社
会
党
支
持
者
に
「
専
門
的
な
仕
事
」
に
従
事
し
て
い
る
者
の
割
合
が
大
き
く
な
る

に
「
事
務
的
な
仕
惑
」
に
従
事
し
て
い
る
者
に
支
持
政
党
の
割
合
に
つ
い
て
違
い
が
み
ら
れ
る
の
は
、
民
間
企
業
に
勤
め
て
い
る
者
と
汁

公
庁
に
勤
め
て
い
る
者
と
の
問
に
で
あ
る
。
民
間
企
業
の
事
務
職
の
割
合
は
自
民
党
支
持
者
よ
り
大
き
く
、
官
公
庁
の
事
務
職
の
割
合
は

社
会
党
支
持
者
に
よ
り
大
き
い
。

(
1
)

「
(
昭
和
四
三
年
)
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
実
態
け
」
公
明
選
挙
連
盟
二
九
八
頁

(
2
)

自
民
党
党
支
持
者
と
社
会
党
支
持
者
に
お
け
る
年
令
層
(
五
才
き
ざ
み
)
の
分
布
を
比
較
す
る
と
、
四
四
才
以
下
の
年
令
層
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ

も
社
会
党
支
持
者
の
割
合
、
が
よ
り
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
四
五
才
以
上
の
年
令
層
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
逆
に
自
民
党
支
持
者
の
割
合
が
よ
り
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
共
産
党
支
持
者
で
は
、
二

O
代
の
割
合
が
特
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
共
産
党
支
持
者
の
う
ち
ほ
ぼ
半
分
近
く
(
四
八
・
六
%
)

が
二

O
代
で
あ
っ
だ
。

(
3
〉
こ
の
調
査
で
は
商
問
主
等
の
白
川
公
門
業
者
と
独
立
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
と
り
出
し
て
い
な
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
四
七
年
衆
議

院
議
員
選
挙
の
際
の
調
査
に
お
い
て
は
、
ニ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
加
え
た
。

な
お
職
業
の
デ
ー
タ
l
は
原
則
と
し
て
、
被
調
査
者
自
身
に
よ
っ
て
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
よ
り
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
、
勤
務

先
の
名
称
や
学
歴
等
の
他
の
デ
ー
タ
ー
を
参
考
に
し
て
、
被
調
読
者
自
身
に
よ
る
記
入
を
修
正
し
た
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
わ
れ
わ
れ
の
用
い
だ
職
業

分
類
を
日
本
標
準
職
業
分
類
と
対
比
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

1
専
門
的
、
技
術
的
職
業
↓
「
専
門
的
な
仕
事
」

2
管
理
的
職
業
↓
「
人
を
使
う
仕
事
」

3
事
務
↓
「
事
務
関
係
の
仕
事
」

4
販
売
ロ
サ

ー
ビ
ス
↓
「
販
売
関
係
の
仕
事
」

5
農
林

6
漁
業
(
当
調
萱
で
は
な
し
)

7
採
鉱
採
石
(
当
調
売
で
は
な
し
)

8
運
輸
通
信

9
技
能
工

川
単
純
労
働
什
保
安
↓
「
主
と
し
て
体
を
使
う
仕
事
」
。

二
、
支
持
政
党
と
階
層
意
識



支
持
政
党
は
収
入
や
職
業
と
い
う

よ
う
な
「
客
観
的
」
要
因
の
み
な
ら

ず、

「
階
層
意
識
」
と
い
う
「
主
観

的
」
な
要
因
に
よ
っ
て
も
異
な
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の

)
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調
査
で
は
、
階
層
を
上
、
中
の
上
、
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中
の
中
、
中
の
下
、
下
の
上
、
下
の

中
、
下
の
下
の
七
つ
に
分
け
、

本
の
社
会
全
体
を
か
り
に
次
の
よ
う

に
分
け
る
と
す
る
と
、

お
宅
は
ど
こ

に
入
る
と
思
い
ま
す
か
」

と

尋

ね

た
。
第
二
・
一
表
に
示
し
た
よ
う
に

全
体
と
し
て
み
る
と
、

七
割
が
「
中
」

と
答
え
て
お
り
、

「
中
」
意
識
を
も

つ
も
の
の
が
か
な
り
多
い
が
、

L
L
t
 

、
J

V

4

4

ぞ
れ
の
政
党
の
支
持
者
に
お
け
る
階

層
意
識
の
分
布
に
は
、

や
や
相
異
が

み
ら
れ
る
。
サ
ン
プ
ル
数
の
極
く
少

一「

日

支持政党と階層意識

支 持 政 戸'l't

全 体

民 l社自 明

~ L~j 
階 76.9 i 37.8 71.1 i37.5 55.0 i 35.0 

層
28.2 30.2 30.8 

意 25.3 { 7.9 18.7 i 5.8 26.4 { 8.7 40.0 {12.5: 

識 4.3 2.7 4.7 5.0 

N A 4.3 4.4 2.4 5.0' 

第2・1表

n
U
可
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-
n川
u

n川
U
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1

n
u
r
k
 

l
 

n
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}
ノ

-
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υ

円

U
F

、ν
円

U
内
/
』

t
l
r
l

、

n
H
U

、、，ノ只d

n
H
U
η
Jム

ハH
V
今
/
」

1
E
r
l
、

n
H
V
¥
h
ノ

・ハ
M
U

n
H
U
a
A『
l

円

U
7
1

4
1
l
ノ

't町、
N 

党政持支

%157 
階 中 小下 69.7 {38.3 

層
.3 25.7 25.3 

意 23.5 { 5.9 48.5 i 11.4 24.0 { 8.0 

識 11.4 4.3
1 

N A 6.2 

特になし産共社民

I 1叶 1凹ωω|  
「全体」にtは土，支持政党について回答しない者 (16名〕を含む。

「中の上」には「とJ (全体で0.5，9ぬと答えたものを含めた。

100.0 
(162) 
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説

な
い
民
社
党
を
別
に
し
て
、
自
民
党
支
持
者
に
は
、
他
の
一
ニ
政
党
の
支
持
者
に
比
べ
「
中
」
と
答
え
た
も
の
の
割
合
が
最
も
大
き
い
。
社

会
党
支
持
者
に
は
自
民
党
支
持
者
に
比
べ
れ
ば
、

「
中
」
と
答
え
た
も
の
の
割
合
は
や
や
小
さ
い
と
い
え
る
が
、
そ
れ
で
も
七
割
以
上
が

ささ2‘
剖恐

「
小
」
の
階
聞
に
属
す
る
と
答
え
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
共
産
党
支
持
者
、
次
い
で
公
明
党
支
持
者
に
は
、
他

政
党
と
比
べ

「
下
」
と
答
え
た
者
の
割
合
が
大
き
い
。
共
産
党
支
持
者
の
場
合
に
も
、
こ
の
サ
ン
プ
ル
に
よ
る
限
り
「
中
」
と
答
え
た
も

の
の
割
合
が
「
下
」
と
符
え
た
も
の
の
割
合
よ
り
僅
か
で
は
あ
る
が
上
廻
っ
て
い
る
が
(
有
意
差
は
な
い
)
、
「
中
」
の
う
ち
で
、

「
中
の

中
L

と
答
え
た
も
の
よ
り
も
「
中
の
下
」
と
答
え
た
も
の
の
割
合
が
大
き
い
の
は
、
共
産
党
支
持
者
だ
け
で
あ
る
。

あ
る
政
党
を
支
持
す
る
と
い
う
場
合
、
当
然
支
持
の
強
さ
の
程
度
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
、
支
持
政
党
の
質
問
に
続
い
て
、

「
ど
の
く
ら
い
強
く
そ
の
党
を
支
持
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
」
と
尋
ね
、
強
さ

の
程
度
を
三
段
階
に
分
け
て
田
容
を
求
め
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

か
な
り
強
く

二
一
・
三
%

強
く

二
七
・
八
%

強
く
な
く

四
一
・
六
%

N
-
A
 

一
八
・
三
%

階
回
意
識
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
に
対
す
る
支
持
の
強
さ
の
程
度
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
特
に
自
民
党

支
持
者
と
社
会
党
支
持
者
と
の
問
の
階
層
意
識
の
相
異
は
、
両
党
の
強
い
支
持
者
を
比
較
し
た
場
合
に
は
、

一
層
顕
著
に
な
る
と
い
え
な

い
だ
ろ
う
か
。
両
党
の
強
い
支
持
者
と
弱
い
支
持
者
に
お
け
る
階
層
意
識
の
分
布
を
み
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
妥
当
し
な
い
こ
と
が
分
か

る
。
第
二
・
二
表
に
一
爪
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
民
党
と
社
会
党
の
そ
れ
ぞ
れ
の
強
い
支
持
者
の
場
合
に
、
弱
い
支
持
者
の
場
合
よ
り
も

階
府
立
識
の
相
違
が
大
き
い
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
逆
に
弱
い
支
持
者
の
場
合
の
方
が
、
そ
の
相
違
が
大
き
い
と
さ
え
い
え
る
。
す
な

北法24(1・16)16



わ
ち
社
会
党
は
自
民
党
支
持
者
に
比
ベ
、

「
下
」
と
答
え
る
も
の
の
割
合
が
大
き
い
の
で
あ
る
が
、
強
い
支
持
者
の
場
合
に
は
そ
の
売
が

五
・
八
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
弱
い
支
持
者
の
場
合
に
は
、
九
・
四
%
と
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

い
い
か
え
る
と
、
自
民
党
支
持
者
ば
か

り
で
な
く
、
社
会
党
支
持
者
の
場
合
に
も
、

「
中
」
と
答
え
る
も
の
の
割
合
は
弱
い
支
持
者
よ
り
も
強
い
支
持
者
の
方
に
大
き
い
の
で
あ

る
。
も
っ
と
正
確
に
い
え
ば
、
社
会
党
支
持
者
の
場
合
に
は
自
民
党
支
持
者
の
場
合
よ
り
、

「
強
い
」
支
持
者
ほ
ど
「
中
」
と
答
え
る
も

の
の
割
合
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
数
は
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
共
産
党
支
持
者
は
、
社
会
党
支
持
者
と
逆
で
あ
り
、
強
い
支
持

)
 
-(
 

者
の
方
が
弱
い
支
持
者
に
比
べ
る
と
「
下
」
と
答
え
る
も
の
の
割
合
が
よ
り
大
き
く
な
り
、

ま
た
強
い
支
持
の
場
合
に
は
、
「
中
」
と
答
え

昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

る
者
よ
り
も
「
下
」
と
答
え
る
も
の
の
割
合
が
僅
か
で
は
あ
る
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

(
2〕

が
よ
り
大
き
い
の
は
、
共
産
党
の
強
い
支
持
者
だ
け
で
あ
る
。

「
中
」
よ
り
も
「
下
」
と
答
え
る
も
の
の
割
合

階
間
意
識
は
諸
々
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
要
因
と
相
関
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
第
二
・
三
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

世
和
主
の
収
入
の
高
い
も
の
程
よ
り
「
中
」
と
答
え
る
も
の
の
割
合
が
大
き
く
、
階
層
意
識
は
収
入
と
相
関
関
係
を
も
っ
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
支
持
政
党
は
階
層
意
識
あ
る
い
は
収
入
と
そ
れ
ぞ
れ
相
関
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
っ
た
場
合
に
も
、
二
つ
の

相
関
関
係
の
う
ち
ど
ち
ら
か
一
方
は
、

み
ぜ
か
け
の
相
関
で
は
な
い
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

サ
ン
プ
ル
数
の

関
係
で
、
自
民
党
、
社
会
党
の
両
党
支
持
者
に
つ
い
て
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
が
、
第
二
・
四
表
は
階
層
意
識
が
同
じ
場
合
で
あ
っ
て
も
白

民
党
支
持
者
に
は
、
社
会
党
支
持
者
と
比
べ
、
収
入
が
よ
り
高
い
者
の
割
合
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
収
入
は
階

層
意
識
か
ら
独
立
に
支
持
政
党
と
相
関
し
て
い
る
と
い
え
る
。
次
に
、
支
持
政
党
と
階
層
意
識
と
の
関
係
は
み
せ
か
け
の
相
関
で
は
な
い

か
ど
う
か
を
み
よ
う
o

第
二
・
五
表
に
よ
る
と
、
世
帯
主
の
収
入
の
低
い
者
の
場
合
に
は
、
自
民
・
社
会
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
者
の
問
に

は
、
階
層
意
識
に
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
が
、
収
入
の
高
い
者
の
場
合
に
は
、
自
民
党
支
持
者
に
は
社
会
党
支
持
者
に
比
べ
「
中
」
と
答
え

た
も
の
の
割
合
が
大
き
い
。
支
持
政
党
と
階
層
意
識
の
相
関
は
あ
る
程
度
収
入
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
み
せ
か
け
の
相

北法24(1・17)17



さよ込 書尚

而間 百見

第2・2表支持政党の支持の強さと階層立識

強い支持者 弱い支持者

自 民|社 lヱh3恥Z 自 民|社 メZ午" 

階 中 79.4% 74.0% 75.9% 68.53百
層

下 17.8 23.6 19.6 29.0 
意識 N A 2.8 2.4 4.5 2.5 

N 100.0 
(107) (127) (112) (124) 

第 2・3表世帯主収入と階層意識

世 帯 主 収 入

5万円未満 1 5 ~ 10万円 1 10万円以上

階
中 67.6% 73.2% 84.4% 

意層
下 32.4 26.8 15.6 

識

N 
100.0 

(182) (384) (109) 

第2・4表階層意識・支持政党

<t 下

自 Jヱ3ミ恥 自 民|社 4斗" 

世収 7万円未満 46.5% 63.6% 66.7% 70.3% 
帯

主入
7万円以上 53.5 36.4 33.3 29.7 

N 100.0 
157) (173) (39) (64) 

第 2・5表

7 万円未満 7 万円以上

!ミ1 会 自 民|社 会

階
中 73.7% 71.0% 86.6% 76.8% 

層

識I~l!!、 下 26.3 29.0 13.4 23.2 

N 
100.0 

(99) (15) (97) (82) 
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関
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

(1) 

(

1

)

「
か
な
り
強
く
」
と
答
え
た
者
と
「
強
く
」
と
答
え
た
者
を
合
せ
て
強
い
支
持
者
と
し
、
「
強
く
な
く
」
と
答
え
た
者
を
弱
い
支
持
者
と
す
る
。

(

2

)

以
上
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
逆
に
そ
も
そ
も
支
持
の
強
さ
の
程
度
に
つ
い
て
の
質
問
な
い
し
そ
れ
に
対
す
る
回
答
は
あ
ま
り
意
味
を
も
た
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
後
に
分
析
さ
れ
る
よ
円
に
投
票
行
動
を
含
め
他
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
支
持
の
強
さ
の

程
度
に
よ
っ
て
相
違
が
み
ら
れ
る
。

(

3

)

本
稿
で
は
階
層
意
識
、
が
ど
の
よ
う
な
要
因
と
相
関
し
て
い
る
か
と
い
う
階
層
意
識
そ
れ
自
体
の
分
析
を
行
う
余
絡
は
な
い
。
こ
こ
で
は
階
用
意
識
と

収
入
と
支
持
政
党
の
三
つ
の
要
因
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
み
分
析
を
行
う
。

昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

三
、
両
親
の
支
持
政
党
と
の
関
係

人
が
あ
る
特
定
の
政
党
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
る
場
合
、
当
然
両
親
の
影
響
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
両
親
の
支
持
政
党
を
知
り
得
た
サ
ン
プ
ル
は
か
な
り
少
な
い
。
父
親
の
支
持
政
党
を
知
り
得
た
も
の
は
、
父
の
支

持
政
党
は
「
特
に
な
い
」
と
答
え
た
も
の
を
含
め
四
二
・
五
%
、
母
親
の
支
持
政
党
を
知
り
得
た
も
の
は
四
七
・
二
%
で
あ
る
。

「
特
に

な
し
」
を
除
く
と
父
親
の
場
合
三
九
・
二
%
、
母
親
の
場
合
四
一
・
一
一
%
と
さ
ら
に
少
な
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
以
外
は
す
べ
両
親
の

支
持
政
党
を
実
際
に
知
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
両
親
の
子
に
対
す
る
影
響
は
、
こ
れ
だ
け
で
、
そ
れ
程
大
き
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う

ご
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、

「
忘
れ
て
し
ま
っ
て
」
現
在
は
「
知
ら
な
い
」
場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
両
親
の
支
持

政
党
を
「
知
ら
な
い
」
人
は
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
も
し
両
親
の
支
持
政
党
を
知
っ
て

い
る
人
が
、
実
際
に
五
割
に
も
み
た
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
影
響
と
い
う
問
題
を
考
え
る
場
合
に
も
か
な
り
慎
重
な
態
度
が
必
要
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
調
査
で
「
知
り
得
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
と
子
が
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
調

査
に
際
し
て
、
両
親
の
支
持
政
党
ま
で
は
「
答
え
た
く
な
い
」
と
い
う
人
も
「
知
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

北法24(1・19)19



説

し
か
し
、

「
知
ら
な
い
」
場
合
と
「
答
え
た
く
な
い
」
場
合
を
は
っ
き
り
区
別
す
る
こ
と
は
、
こ
の
粍
の
質
問
の
場
合
に
は
か
な
り
む
つ

か
し
い
。

さ刀h
日冊1

両
親
の
支
持
政
党
が
子
の
支
持
政
党
に
影
響
を
も
っ
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
両
親
の
支
持
政
党
と
同
じ
支
持
政
党
を
も
っ
子
の
割
合

は
、
兵
な
っ
た
支
持
政
党
を
も
っ
子
の
割
合
よ
り
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
父
親
と
母
親
の
支
持
政
党
が
同
じ
場
合
は
、
よ
り
子

の
支
持
政
党
は
両
親
の
そ
れ
と
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
了
一
表
は
わ
れ
わ
れ
の
サ
ン
プ
ル
に
お
い
て
は
こ
の
こ
と
が
い
え
る
と
い
う

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
両
親
が
と
も
に
自
民
党
を
支
持
し
て
い
る
場
合
に
は
、
子
の
半
数
が
自
民
党
支
持
者
で
あ
り
、
両
親
の
う
ち
ど
ち

ら
か
一
方
だ
け
が
自
民
党
を
支
持
し
て
い
る
場
合
に
は
子
の
三
分
の
一
が
自
民
党
支
持
者
で
あ
る
が
、
両
親
が
と
も
に
社
会
党
支
持
者
の

場
合
に
は
、
子
が
臼
民
党
支
持
者
で
あ
る
こ
と
は
履
く
ま
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
両
親
が
と
も
に
社
会
党
支
持
者
の
場
合
に
は
、
子
の
七
訓

が
社
会
党
支
持
者
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
が
社
会
党
支
持
者
の
場
合
に
は
、
子
の
お
よ
そ
三
分
の
一
が
社
会
党
支
持
者
で
あ
り
、

向
。
測
が
と
も
に

'H
民
党
支
持
者
の
場
合
に
は
、
子
の
二
七
%
が
社
会
党
支
持
者
で
あ
る
。
両
親
が
と
も
に
自
民
党
支
持
者
の
場
合
に
も
、

子
の
三
分
の
一
以
上
が
白
民
党
以
外
の
政
党
を
支
持
し
て
い
る
点
は
注
目
す
予
へ
き
で
あ
ろ
う
が
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

上
述
の
二
点
は
、

川
相
川
が
2

川
民
党
支
持
者
の
場
合
に
も
、
社
会
党
支
持
者
の
場
合
に
も
妥
当
す
る
。
な
お
、
両
親
の
支
持
政
党
が
一
致
し
て
い
な
い
子
の
場

A
口に、

一
致
し
て
い
る
場
合
よ
り
も
、
子
が
「
支
持
政
党
な
し
」
と
符
え
る
者
の
割
合
が
大
き
い
と
い
う
点
も
注
目
さ
れ
る
。

子
に
対
す
る
影
枠
は
、
父
親
と
母
親
と
で
ど
ち
ら
が
よ
り
強
い
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
子
は
父
親
の
支
持
政
党
よ
り
も
ほ

視
の
支
持
政
党
を
わ
ず
か
の
差
で
は
あ
る
が
よ
り
知
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
父
親
の
影
響
よ
り
も
母
親
の
影
響
が
よ
り
強
い
と
い
う

こ
と
を
陥
示
し
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
二
一
・
二
表
は
、
子
の
支
持
政
党
は
父
親
の
支
持
政
党
よ
り
も
母
親
の
支
持
政
党
と
よ

り
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
子
の
支
持
政
党
が
父
親
の
支
持
政
党
と
同
じ
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
母
親
の
支
持
政

党
と
-
致
し
て
い
る
割
合
(
一
七
・
五
%
〉
は
、
そ
の
逆
の
場
合
(
八
・
九
V
A
)

の
ほ
ぼ
二
倍
で
あ
る
。
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昭和46年参i議院議員選挙における札幌市住民の投票行動 (1)

第 3・1表両親の支持政党と子の支持政党

両親の支持政党が

ともに自民|どちらかが自民|ともに社会
あるいは社会

子党 自 民 49.7% a 33.0% 3.6% 
のが
社 会 27.5 b 32.0 70.9 

支持
公，民，共 8.7 c 11.3 10.9 

政
特になし| 14.1 d 23.7 14.6 

N 
100.0 

(149) (97) (55) 

1. 両親のどちらかの支持政党が自民党あるいは社会党支持者である者に限られ
ている。

2. aは両親のうちどちらかが自民党支持者である者のうち，子も自民党支持者

である者の割合。

bは両親のうちどちらかが社会党支持者である者のうち.子も社会党支持者

である者の割合。

cは両親のうちどちらかが自民党あるいは社会党支持である者のうち.子が

公明，民社，共産の支持者である者の割合。

dは両親のうちどちらかが白民党あるいは社会党支持である者のうち，子の

支持政党が特にない者の割合。

第 3・2表

子の支持政党が母親と同じであるか

同 じ | 同じではない
子政親で

同 じ 43.8 8.9 
の党カ込とあ
支持 同る 同じではない 17.5 29.8 
父じか

1. 子の支持政党(r特になし」を除き)が分かっているものに限る。
2. 同じではなL、」はJ51の支持政党が分からないものも含む。

北法24(1・21)21 

52.7 

47.3 

100.05'6' 



f&. 

さ
て
わ
れ
わ
れ
の
サ
ン
プ
ル
で
は
両
親
が
と
も
に
自
民
党
支
持
者
で
あ
っ
て
も
こ
の
よ
う
な
家
庭
の
子
の
五

O
%
は
必
ず
し
も
自
民
党

支
持
者
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
者
の
支
持
政
党
の
分
布
は
第
三
・
三
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
分
布
を
自
民
党
支
持
者

吾b.
U問

を
除
い
た
全
体
の
支
持
政
党
の
分
布
と
比
較
す
る
と
両
者
の
聞
に
は
そ
れ
程
大
き
な
違
い
は
な
い
。
自
民
党
支
持
の
両
親
を
持
つ
子
が
他

の
政
党
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
も
特
定
の
政
党
を
支
持
す
る
傾
向
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
o

p
-
J
-

、

手
J

J

j

サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
の
で
有
意
差
は
な
い
が
、
自
民
党
支
持
の
両
親
を
持
つ
子
に
は
、
全
体
の
支
持
政
党
の
分
布
と
比
べ
公
明

党
支
持
者
の
割
合
が
小
さ
く
、
民
社
党
支
持
者
の
割
合
が
大
き
い
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

自
民
党
支
持
か
ら
離
れ
た
、
な
い
し
は
「
左
傾
化
」
し
た
子
は
ど
ん
な
家
庭
の
子
に
多
い
か
と
い
う
問
題
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る

が
、
残
念
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
こ
の
問
題
に
答
え
ら
れ
得
る
デ
ー
タ
ー
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
な
子
は
両
親

と
同
じ
自
民
党
を
支
持
し
て
い
る
子
に
比
べ
、
何
か
特
徴
を
も
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
問
題
に
限
っ
て
二
、

三
の
点
に
つ
い
て
み
て
み
よ

ぅ
。
も
っ
と
も
こ
の
点
に
つ
い
て
も
サ
ン
プ
ル
数
の
制
約
か
ら
分
析
は
第
三
了
四
去
に
示
し
た
よ
う
に
極
く
単
純
な
も
の
に
と
ど
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

自
民
党
支
持
の
両
親
を
も
ち
な
が
ら
他
の
政
党
を
支
持
す
る
者
に
は
、
両
親
と
同
じ
自
民
党
を
支
持
す
る
子
に
比
べ
男
性
の
割
合
が
や

や
大
き
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
差
は
極
く
僅
か
で
あ
る
。
男
の
子
の
方
が
女
の
子
よ
り
も
F

廿
民
党
支
持
の
両
親
、
と
支
持
政
党
を
異
に
す

る
こ
と
が
特
に
多
い
と
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

自
民
党
支
持
の
両
親
を
も
ち
な
が
ら
他
の
政
党
を
支
持
す
る
者
の
割
合
は
必
ず
し
も
若
い
年
令
層
ば
か
り
で
は
な
い
が
両
親
と
同
じ
白

民
党
を
支
持
す
る
子
に
比
べ
れ
ば
若
い
年
令
層
、
特
に
二

O
代
に
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
両
親
の
支
持
政
党
か
ら
の
離
脱
が
再
度
の
「
転

向
」
を
含
ん
だ
若
い
時
の
一
時
的
現
象
で
あ
る
の
か
、
近
年
特
に
目
立
っ
て
現
わ
れ
た
現
象
な
の
か
と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
で
あ
ろ
う

が
、
こ
こ
で
は
こ
の
問
題
を
分
析
す
る
デ
ー
タ
ー
を
持
た
な
い
。

;jt;法24(1・22)22



昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動 (1)

第3・3表

|蛤|公明|民社|判官IEI川
両あ親が共に自民民党党支支支持で % 
って子が自 持で 53.9 3.9 6.6 6.6 27.6 1.3 
ない場合の子の 持政党

全(体自民の支党持支政持者党を除く) 51.9 8.7 3.7 6.3 26.3 3.1 

第 3・4表

N 

100.0 (76) 

100.0(381) 

両親が共に自民党支持で

子が他の政党を支持 子も同じ自民を支持

性 1 男 51.9% 46.6% 

女 48.1 53.4 

年 20 代 37.0 19.2 

/30 代 31.5 21.5 

40 代 14.9 27.4 
辺H、50 才以上 16.7 22.0 

イ底 33.8 24.7 

中 48.1 57.5 

高 18.5 15.1 
歴 N A 2.7 

中 87.0 86.3 

下 13.0 12.4 

A 1.4 

婚 18.5 12.3 

婚 77.8 84.9 
婚離 思リ 3.7 2.7 

N 100.0 
(54) (73) 

北法24(1・23)23
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自
民
党
支
持
の
両
親
を
も
ち
な
が
ら
他
の
政
党
を
支
持
し
て
い
る
者
の
割
合
は
両
親
と
同
じ
く
白
民
党
を
支
持
し
て
い
る
者
に
比
べ
必

ず
し
も
学
歴
の
高
い
者
に
大
き
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
前
者
は
後
者
に
比
べ
高
い
学
歴
の
者
に
や
や
大
き
い
が
、

そ
の
差
は

=:A 
iillU 

わ
ず
か
で
あ
る
し
、
低
い
学
歴
の
者
に
は
む
し
ろ
前
者
の
方
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

階
層
意
識
の
点
で
も
両
者
の
間
に
は
な
ん
ら
違
い
は
な
い
。
白
民
党
支
持
の
両
親
を
も
ち
な
が
ら
他
の
政
党
を
支
持
し
て
い
る
者
の
八

七
%
は
「
中
」
の
階
層
に
属
し
て
い
る
と
答
え
て
い
る
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
自
民
党
支
持
の
両
親
を
も
た
ず
自
民
以
外
の
政
党
を
支
持
し

て
い
る
者
が
「
中
」
と
答
え
て
い
る
割
合
(
六
二
了
九
%
)

よ
り
も
か
な
り
大
き
く
さ
え
あ
る
。

子
が
肉
親
の
支
持
政
党
と
違
う
政
党
を
支
持
す
る
の
は
一
つ
は
結
婚
に
よ
る
配
偶
者
の
影
響
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

自
民
党
支
持
の
両
親
を
も
ち
な
が
ら
他
の
政
党
を
支
持
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
配
偶
者
の
影
響
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
は
わ
れ
わ

れ
の
デ
ー
タ
ー
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
。
第
一
に
こ
の
よ
う
な
者
は
両
親
と
同
じ
く
自
民
党
を
支
持
し
て
い
る
子
に
比
べ
、
結
帰
し
て
い
る

者
に
特
に
多
い
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
者
に
は
全
体
に
比
べ
、
配
偶
者
の
支
持
政
党
と
一
致
し
て
い
る
者

が
特
に
多
い
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
自
民
党
支
持
の
両
親
を
も
ち
な
が
ら
他
の
政
党
を
支
持
し
て
い
る
既
婚
者
(
四
二
名
〉

ち
偶
配
者
の
支
持
政
党
と
一
致
し
て
い
る
者
は
、
六
九
%
(
配
偶
者
と
追
う
者
一
七
%
、
配
偶
者
の
支
持
政
党
が
「
わ
か
ら
な
い
」
者
は

一
四
%
)

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
既
婚
者
全
体
に
つ
い
て
み
た
配
偶
者
の
支
持
政
党
と
一
致
し
て
い
る
者
の
割
合
(
六
九
%
)
と
変
わ
り
は

E

、0

・
Z
し以
上
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
分
析
か
ら
は
、
自
民
党
支
持
の
両
親
を
も
ち
な
が
ら
他
の
政
党
を
支
持
し
て
い
る
子
の
特
性
を
特
に
摘
出

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
は
子
の
家
庭
H
H
両
親
の
側
か
ら
見
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
1〉

勿
論
厳
密
に
い
う
と
こ
の
二
つ
の
こ
と
が
い
い
え
た
に
し
て
も
1
1
事
実
い
え
る
の
で
あ
る
が
l
!
こ
の
こ
と
か
ら
支
持
政
党
に
つ
い
て
両
親
の
影

北法24(1・24)24
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響
力
が
子
に
対
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
の
「
十
分
な
」
証
明
に
は
な
ら
な
い
。
凶
同
市
関
係
は
逆
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
親

の
影
響
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
い
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
2
)

こ
の
場
合
も
(

1

)

と
同
じ
理
由
で
父
親
よ
り
も
母
親
の
影
響
が
子
に
強
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
は
い
な
い
。
特
に
こ
の
場
合
に
は
、
父
親
よ
り

も
母
親
と
子
の
支
持
政
党
と
の
一
致
の
割
合
の
方
が
大
き
い
の
は
、
父
親
よ
り
母
親
の
方
、
か
子
の
影
響
に
よ
っ
て
支
持
政
党
を
変
え
る
こ
と
が
多
い
か

ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
経
験
的
に
い
っ
て
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

昭和46年参;議院議員選挙における札悦市住民の投票行動 (1)

四
、
嫌
い
な
政
党

「
嫌
い
な
政
党
を
最
も
嫌
い
な
も
の
か
ら
順
に
二
つ
あ
げ
て
下
さ
い
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
嫌
い
な
政
党
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
割
合

を
そ
の
大
き
い
順
に
示
す
と
第
四
・
一
表
の
よ
う
に
な
る
。
最
も
嫌
い
な
政
党
と
し
て
一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
割
合
の
大
き
い
順
序
と
一

番
目
と
二
番
目
を
合
計
し
た
割
合
の
大
き
い
順
序
と
は
一
致
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
民
社
党
と
社
会
党
は
一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
割
合
に

比
べ
、
二
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
割
合
が
大
き
く
、

一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
割
合
の
ほ
と
ん
ど
三
倍
に
近
い
。
こ
れ
に
対
し
、
白
民
党
と
共

産
党
は
逆
に
一
番
嫌
い
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
割
合
に
比
べ
、
a

一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
割
合
が
小
さ
く
、

一
番
目
の
割
合
の
ほ
ぼ
五

割
な
い
し
六
割
に
す
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
ど
の
位
い
多
く
の
人
々
に
嫌
い
な
政
党
と
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
大
き
さ
の
程
度
を
別
に
し

て
、
嫌
い
と
さ
れ
る
強
さ
の
程
度
だ
け
を
問
題
に
す
る
と
、
自
民
党
と
共
産
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
場
合
に
は
、
そ
の
程
度
が
強
く
、
民

社
党
と
社
会
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
場
合
に
は
そ
の
程
度
が
弱
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

嫌
い
な
政
党
と
し
て
公
明
党
を
挙
げ
る
者
は
最
も
多
い
。
全
体
の
三
割
が
一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
公
明
党
を
、
二
つ
挙
げ
る
場
合
に

は
半
数
に
近
い
人
が
そ
の
一
つ
と
し
て
公
明
党
を
挙
げ
て
い
る
。
公
明
党
に
次
い
で
共
産
党
も
嫌
い
な
政
党
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
割
合
が

大
き
い
。
四
人
に
一
人
が
一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
共
産
党
を
挙
げ
て
お
り
、
二
つ
挙
げ
る
場
合
に
は
三
人
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
人

は
共
産
党
を
挙
げ
て
い
る
。

一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
自
民
党
を
挙
げ
る
者
は
六
人
に
一
人
ぐ
ら
い
で
、
共
産
党
を
一
番
嫌
い
と
す
る
も

北W24Cl・25)25



説

娘~\，、な政党を二つ挙

げ、たものの組合せ

公明一共産 18.2% 

2 公明だけ 11.9 

3 自民一公明 10.8 

4 共産だけ 10.2 

5 公明一民社 4.8 

6 自民だけ 4.8 

7 自民一民社 4.4 

8 共産一自民 4.3 

9 共産一社会 3.7 

10 共産一民社 1.5 

N (748) 

モA
iiHU 

第4・2表第4・1表

嫌いな政党

番 l一番号目と目ー の合計|

公 明 29.4% 

共 産 25.7 37.8 

自 民 17 .5 25.3 

民 社 3目1 11.6 

主上 ム:1">' 1.7 6.7 

特になし 18.6 37.2 

N A 4.0 8.0 

※26.6 

N (748) (748) 

※は紛れ、な政党を一つだけ挙げたものの割

合。

の
の
一
二
分
の
こ
で
あ
る
。
嫌
い
な
政
党
を
二
つ
挙
げ
る
場
合
に
は
、

四
人
に

北W24(1・26)26

一
人
が
自
民
党
を
挙
げ
て
い
る
。
社
会
党
を
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
は
極
く

、
〆
戸
i
h

、

o

A
ノ
品
自

L

一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
社
会
党
を
挙
げ
る
も
の
は
板
端
に
少
な

く
、
嫌
い
な
政
党
を
二
つ
挙
げ
る
場
合
に
も
一
五
人
に
一
人
に
す
ぎ
な
い
。

嫌
い
な
政
党
を
二
つ
挙
げ
る
場
合
に
そ
の
一
つ
と
し
て
公
明
党
を
挙
げ
る

者
と
共
産
党
を
挙
げ
る
者
を
合
計
す
る
と
八
四
・
六
%
と
な
り
、
嫌
い
な
政

党
は
一
見
す
る
と
こ
の
両
党
に
い
わ
ば
「
集
中
」
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

ほ
ど
で
あ
る
が
、
嫌
い
な
政
党
と
し
て
二
つ
挙
げ
ら
れ
た
場
合
の
組
合
せ
を

見
る
と
公
明
・
共
産
を
と
も
に
嫌
い
と
い
う
者
の
割
合
は
そ
れ
程
大
き
く
な

ぃ
。
第
四
・
二
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
確
か
に
二
つ
の
組
合
せ
の
な
か
で
は

公
明
・
共
産
両
党
を
と
も
に
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
が
最
も
大
き
い
が
、
そ

れ
で
も
そ
の
よ
う
な
者
は
全
体
の
一
八
%
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
嫌
い
な
政
党

と
し
て
公
明
党
だ
け
を
挙
げ
た
者
な
い
し
共
産
党
だ
け
を
挙
げ
た
者
を
そ
れ

に
加
え
た
に
し
て
も
四
O
%
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
嫌
い
な
政
党
と
し
て
も
っ

ば
ら
公
明
党
や
共
産
党
だ
け
を
挙
げ
た
者
の
割
合
は
そ
れ
程
大
き
く
は
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
総
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
せ
の
割
合
は
か
な
り
分

散
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
の
政
党
に
比
べ
公
明
党
や
共
産
党
を
嫌
う
者
の
割
合
が
特
に
大
き
い
と



い
う
こ
と
は
、

さ
ら
に
別
の
点
か
ら
も
問
題

と
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
自
民
党
や
社
会
党

の
支
持
者
に
比
べ
公
明
党
や
共
産
党
の
支
持

者
は
か
な
り
少
な
か
っ
た
。
あ
る
政
党
を
支

持
す
る
者
が
多
い
ほ
ど
そ
の
政
党
が
嫌
い
な

)
 

'
i
 
(
 

政
党
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
確
率
は
よ
り
小
さ

昭和46年参ぷ院議員選挙における札幌市住民の投票行動

く
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
意
味
で
は
、

白
民
党
や
社
会
党
に
比
べ
公
明
党
や
共
産
党

を
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
が
あ
る
程
度
多
く

な
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
嫌
い
な
政
党
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
割
合
が
ど
の
政
党
に
大
き
い
か
と

い
う
問
題
を
考
え
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
政
党
の
支
持
者
の
大
き
さ
か
ら
く
る
影
響

なを
し、と
とり
い除
う L、
こ 7こ
と上
もで
L 、比
い較
得し
る2な
。け

つれ
ま t工
りな
ら

嫌
い
な
政
党
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
割
合
を
み

る
場
合
に
は
、
全
体
に
と
っ
て
と
い
う
よ

第4・3表

それぞれの政党を支持党する割もの以外の者に
よって嫌いとされる政の合

番 目 | 一番目と一番目 | N 
の合計

公 明 31.1% 49.4% (708) 

共 産 26.9 39.7 (713) 

自 民 25.0 36.1 (523) 

民 社 3.1 11.9 (731 ) 

社 会 2.6 10.1 (495) 

性別にみた嫌L、な政党

性

男 女

明 48.8%! 45.0% 
嫌番共 産 35.8 39.6 
L 、目白 民 27.3 23.5 
と
民 社 8.2 な一

番 社 会 8.4 5.3 
政 目
の 特になし 40.6 

時九 合計 N A 6.8 9.0 
¥ノ ※24.0 ※28.6 

N 200.0 
(344) (404) 

第4・4表

※は嫌いな政党を一つだけしか挙げなかったものの情合。〈以下同じ〕

北法24(1・2m7



説

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
者
以
外
の
者
に
と
っ
て
嫌
い
な
政
党
と
さ
れ
る
割
合
を
み
る
こ
と
も
必
要
と
な
ろ
う
。
こ
の
割
合
を
第
四
・
三
表

に
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
の
支
持
者
以
外
の
者
に
よ
っ
て
嫌
い
な
政
党
と
さ
れ
る
割
合
の
大
き
さ
の
順
序
は
、
第
四

了'Y.. 
uflU 

-
一
表
に
よ
る
全
体
の
う
ち
で
嫌
い
な
政
党
と
さ
れ
る
割
合
の
大
き
さ
の
順
序
と
変
わ
り
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
に
嫌
い
な
政
党

と
さ
れ
た
割
合
の
政
党
間
の
差
は
、
第
四
・
一
表
の
場
合
と
か
な
り
兵
な
っ
て
お
り
、
総
じ
て
政
党
間
の
差
は
四
・
一
表
の
場
合
よ
り
も

小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
も
や
は
り
公
明
党
を
嫌
い
な
政
党
と
し
て
挙
げ
る
者
の
割
合
は
最
も
大
き
く
、
次
に
大
き
い
共
産
党

を
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
の
割
合
と
の
差
は
第
四
・
一
表
の
場
合
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
支
持
者
以
外
の
も
の
で
み

る
場
合
に
は
共
産
党
を
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
の
割
合
と
自
民
党
を
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
の
割
合
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
な
る
。
1
1
ハ

産
党
支
持
者
以
外
の
者
で
共
産
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
、
自
民
党
支
持
者
以
外
の
者
で
白
民
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者

は
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
四
人
に
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
o

二
つ
嫌
い
な
政
党
を
挙
げ
る
場
合
に
は
自
民
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
よ
り

も
共
産
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
の
方
が
や
や
大
き
い
が
、
そ
の
差
は
僅
か
で
あ
る
(
三
六
・
一
%
対
三
九
・
七
%
)
。
そ
れ
ぞ
れ
の
政

党
の
支
持
者
以
外
の
者
で
み
た
場
合
に
も
社
会
党
は
他
の
政
党
に
比
べ
嫌
い
な
政
党
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
割
合
が
小
さ
い
が
、
そ
の
割
合

は
民
社
党
が
嫌
い
な
政
党
と
さ
れ
る
割
合
と
そ
れ
程
か
わ
ら
な
い
。
嫌
い
な
政
党
を
二
つ
挙
げ
る
場
合
に
は
、
社
会
党
支
持
者
以
外
の
者

一
O
人
の
う
ち
一
人
が
社
会
党
を
嫌
い
な
政
党
と
し
て
お
り
、
民
社
党
支
持
者
以
外
の
者
九
人
に
一
人
が
民
社
党
を
嫌
い
な
政
党
と
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

嫌
い
な
政
党
は
性
・
年
令
・
学
歴
の
相
速
に
よ
っ
て
異
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

第
四
・
四
表
に
み
る
よ
う
に
、
嫌
い
と
さ
れ
る
政
党
の
割
合
は
男
性
と
女
性
と
で
は
あ
ま
り
相
違
が
み
ら
れ
な
い
。
民
社
党
を
嫌
い
な

政
党
と
す
る
者
の
割
合
が
女
性
に
比
べ
男
性
に
大
き
い
(
一
五
・
七
%
対
八
・
二
%
)
と
い
う
点
を
除
い
て
は
、
男
性
と
女
性
と
に
み
ら

れ
る
相
違
は
い
ず
れ
も
そ
れ
程
大
き
く
は
な
い
。
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日
取
も
嫌
い
な
政
党
と
し
て
一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
政
党
に
限
っ
て
み
た
場
合
に
も
、
性
別
に
よ
っ
て
目
立
っ
た
相
違
は
み
ら
れ
な
い
。

た
だ
こ
の
場
合
に
は
、
女
性
に
比
べ
男
性
に
自
民
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
す
る
も
の
の
割
合
が
や
や
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う

(
一
五
・
六
%
対
一
九
・
八
%
)
。

嫌
い
と
さ
れ
る
政
党
の
割
合
は
年
令
に
よ
っ
て
か
な
り
相
違
し
て
い
る
。
第
四
・
五
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
年
令
の
点
で
最
も
対
照
的

な
の
は
、
共
産
党
を
嫌
い
と
す
る
者
と
自
民
党
を
嫌
い
と
す
る
者
と
で
あ
る
。
共
産
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
は
年
令
照
が
高
く
な
る

(1) 

ほ
ど
大
き
く
な
り
、

四
五
才
以
上
の
者
で
は
二

O
代
の
者
の
一
・
八
倍
に
な
っ
て
い
る
(
四
九
・
八
%
対
三
回
・
七
克
対
二
八
・
二
万
〉
。

昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

も
っ
と
も
共
産
党
を
嫌
い
と
す
る
者
は
二

O
代
に
お
い
て
も
決
し
て
少
な
い
と
は
い
え
な
い
。
二

O
代
の
四
人
に
少
な
く
と
も
一
人
は
共

産
党
を
嫌
い
な
政
党
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
自
民
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
は
年
令
屑
が
低
く
な
る
ほ
ど
大
き
く
な
り
、
二

O
代
の
者

で
は
四
五
才
以
上
の
者
の
二
倍
で
あ
る
(
三
四
・
五
%
対
二
五
・
三
%
対
一
七
・
一
%
)
。
公
明
党
を
嫌
い
と
す
る
者
も
自
民
党
を
嫌
い

と
す
る
者
と
同
じ
よ
う
に
年
令
居
が
低
く
な
る
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
(
五
二
・
三
%
対
四
七
・
七
%
対
四
一
・

O
克
)
、
白
民
党

の
場
合
ほ
ど
年
令
層
に
よ
る
違
い
が
大
き
く
は
な
い
。
民
社
党
を
嫌
い
と
す
る
者
と
社
会
党
を
嫌
い
と
す
る
者
と
は
年
令
の
点
で
対
照
的

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
民
社
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
は
四
回
才
以
下
の
者
に
比
べ
四
五
才
以
上
の
者
に
大
き
く
、
社
会
党
を
嫌
い
と

す
る
者
の
割
合
は
逆
に
四
五
才
以
上
の
者
に
大
き
い
。
特
に
三

O
才
か
ら
四
四
才
の
年
令
層
の
者
に
社
会
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
が

極
く
小
さ
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

円
以
も
嫌
い
な
政
党
と
し
て
一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
に
限
っ
て
み
た
場
合
に
も
、
自
民
党
、
公
明
党
、
共
産
党
を
嫌
い
な
政
党
と
す

る
者
に
み
ら
れ
る
年
令
に
よ
る
相
違
は
、
上
述
し
た
こ
と
と
変
わ
り
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
場
合
の
方
が
年
令
に
よ
る
相
違
が
よ
り
き
わ

だ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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論説

第4・5衰年令別にみた嫌いな政党

年 1μ 入

20 - 29才 I30 - 44才 I45才以上
f司、
公 明 52.3% 47.7% 41.0% 

嫌 番 oJt 産 28.2 34.7 49.8 
し、 と目 自 民 34.5 25.3 17.1 

な一 民 ネ上 13.6 13.4 8.0 
番
宇土 ~ 5.9 3.2 11.2 

政 目
の 特になし 34.6 43.3 32.6 I 

党 メ口為

Z十 N A 5.4 6.4 12.0 
¥』ノ ※25.5 ※26.0 ※28.3 

N 200.0 
(220) (277) (251) 

第4・6表学歴別にみた嫌いな政党

ρゴみらユー 歴

低 中 高

/司、
公 明 45.4% 49.3% 45跳|

嫌 番 共 産 42.6 36.7 28.4 

L 
目
自 民 19.7 27.0 36.7 と
民 社 9.5 10.3 22.9 なー

番
ネ土 ぷ工民斗 7.7 5.9 7.3 

政 目
を 特になし 40.2 38.2 23.8 
党合
言十
N A 9.0 4.0 12.8 

※25.9 ※28.6 ※22.2 

N ;!引 (341) (109) 
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一番嫌いな政党

白

一二
O
J四
回
才

四
五
才
以
上

民産明

二
O
代

一
二
五
・
九

一二

0
・七

一一. 
ー
一

ノミ1
A 共

一
五
・

0

一一. 

三
九
・
八

二
五
・
五

八

一0

・。

)
 

唱

A(
 

第
四
・
六
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
嫌
い
と
さ
れ
る
政
党
の
割
合
は
学
歴
に
よ
っ
て
も
ま
た
違
っ
て
い
る
o
公
明
党
あ
る
い
は
社
会
党
を

昭和何年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
は
学
歴
の
違
い
に
よ
る
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
他
の
政
党
の
場
合
に
は
学
歴
に
よ
る
相
違
が
み
ら
れ
る
o
共
産

党
と
白
民
党
と
は
こ
の
点
で
も
ま
た
対
照
的
で
あ
る
。
共
産
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
は
学
僚
が
低
く
な
る
ほ
ど
大
き
く
な
る
(
二
八

.
四
%
対
三
六
・
七
%
対
四
二
・
六
%
)
o
高
い
学
歴
の
者
で
も
四
人
に
少
な
く
と
も
一
人
は
共
産
党
を
嫌
い
な
政
党
に
挙
げ
て
い
ぬ

が
、
そ
の
割
合
は
低
い
学
歴
の
者
の
場
合
の
三
分
の
二
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
自
民
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
は
逆
に
学
歴
の
高

く
な
る
程
大
き
く
な
る
(
一
九
・
七
%
対
二
七
・

O
M対
三
六
・
七
%
)
。
高
い
学
歴
の
者
が
自
民
党
と
を
嫌
い
と
す
る
割
合
は
低
い
学

歴
の
者
の
場
合
の
一
・
八
倍
で
あ
る
。
ま
た
高
い
学
歴
の
者
で
は
、
共
産
党
を
嫌
い
と
す
る
者
よ
り
も
白
民
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
方
が

多
く
な
っ
て
い
る
(
二
八
・
四
%
対
三
六
・
七
%
)
。
共
産
党
を
嫌
い
と
す
る
者
と
白
民
党
を
嫌
い
と
す
る
者
と
が
学
歴
の
点
で
こ
の
よ

う
に
対
照
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
い
は
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
民
社
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
が
低

い
学
歴
の
も
の
に
比
べ
高
い
学
歴
の
も
の
に
大
き
く
、

し
か
も
、
そ
の
差
は
自
民
党
の
場
合
よ
り
も
も
っ
と
き
わ
だ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
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と
は
興
味
深
い
。
高
い
学
歴
の
者
の
う
ち
で
民
社
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
は
、
低
い
学
歴
の
者
の
場
合
の
二
・
四
倍
も
大
き
い
の
で

あ
る
つ
ゴ
了
九
%
対
九
・
五
%
)
0



吉見

一
番
嫌
い
と
さ
れ
た
政
党
に
限
っ
て
み
た
場
合
に
も
、
公
明
党
、
共
産
党
、
自
民
党
に
つ
い
て
上
述
し
た
点
は
お
お
む
ね
妥
当
す
る
。

た
だ
一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
自
民
党
を
挙
げ
た
者
の
場
合
に
は
、
学
歴
に
よ
る
相
違
が
一
一
層
き
わ
だ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
高
い
学

==A 
d同

歴
の
者
の
う
ち
自
民
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
た
も
の
の
割
合
は
、
低
い
学
歴
の
者
の
場
合
の
二
・
五
倍
で
あ
る
。
ま
た
、
高
い
学
歴

の
者
の
う
ち
で
は
、
自
民
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
が
公
明
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
よ
り
も
む
し
ろ
多
い
と
い
う
点
が

注
目
さ
れ
よ
う
。
共
産
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
に
挙
げ
た
者
の
割
合
は
や
は
り
高
い
学
歴
の
者
に
比
べ
低
い
学
歴
の
も
の
に
大
き
い
と
は

い
え
る
が
、
そ
の
差
は
そ
れ
程
大
き
く
は
な
い
。

一帯嫌いな政党

民産明

イ民

中

主主
J~l 

二
八
・
二

一
一
・
六

二
五
・
七

ノ、1
p、共

二
九
・
九

一一一一・六

二
二
・
九

一
一. 

一
九
・
六

一
一
八
・
四

自

支
持
政
党
の
違
い
に
よ
っ
て
嫌
い
と
さ
れ
る
政
党
は
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
四
・
七
表
に
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
の

支
持
者
に
お
け
る
一
番
嫌
い
と
さ
れ
た
政
党
の
分
布
と
、
二
つ
挙
げ
た
場
合
に
嫌
い
と
さ
れ
た
政
党
の
分
布
と
を
示
し
た
。

予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
共
産
党
支
持
者
に
は
他
の
政
党
の
支
持
者
に
比
べ
自
民
党
を
一
番
嫌
い
と
す
る
も
の
の
割
合
が
き
わ

だ
っ
て
大
き
い
。
共
産
党
支
持
者
の
七
四
%
、

つ
ま
り
四
人
に
三
人
は
一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
自
民
党
を
挙
げ
て
い
る
。
嫌
い
な
政
党

を
二
つ
挙
げ
る
場
合
に
は
、
共
産
党
支
持
の
八

O
Zが
自
民
党
を
挙
げ
て
お
り
、
六
%
し
か
増
え
て
い
な
い
か
ら
自
民
党
を
嫌
い
と
す
る

共
産
党
支
持
者
の
ほ
と
ん
ど
は
そ
れ
を
一
番
嫌
い
な
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
い
い
方
を
変
え
れ
ば
共
産
党
支
持
者
凶
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人
に
一
人
は
一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
自
民
党
を
挙
げ
て
い
な
い
と
も
い
い
得
る
。
こ
の
よ
う
な
人
の
ほ
と
ん
ど
は
公
明
党
を
一
番
嫌
い

つ
ま
り
共
産
党
支
持
者
の
う
ち
五
、
六
人
に
一
人
は
公
明
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
他
の

な
政
党
と
し
て
い
る
。

一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
公
明
党
を
挙
げ
る
者
の
割
合
は
共
産
党
支
持
者
に
は
む
し
ろ
少
な
い
。
嫌
い
な
政

党
を
二
つ
挙
げ
る
場
合
に
は
、
共
産
党
支
持
者
の
四
三
克
は
公
明
党
を
そ
の
一
つ
に
挙
げ
て
お
り
、
公
明
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
は

政
党
支
持
者
に
比
べ
れ
ば
、

大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
割
合
は
他
の
政
党
の
支
持
者
に
比
べ
特
に
大
き
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

)
 

唱

i(
 

自
民
党
支
持
者
の
う
ち
で
は
、
確
か
に
、
共
産
党
と
一
番
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
が
最
も
大
き
い
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
は
共
産
党
支
持
者

昭和何年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

の
う
ち
で
自
民
党
を
一
番
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
よ
り
は
る
か
に
小
さ
く
、
四
七
%
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
嫌
い
な
政
党
と
し
て
二
つ
挙
げ
る

場
合
に
も
共
産
党
と
そ
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
た
者
は
白
民
党
支
持
者
の
六
六
克
に
す
ぎ
な
い
。
自
民
党
支
持
者
の
う
ち
に
は
公
明
党
を
一

番
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
も
少
な
く
な
く
二
一
七
%
つ
ま
り
四
人
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
人
は
公
明
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
い
る
。

共
産
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
の
割
合
は
、
他
の
四
党
支
持
者
の
な
か
で
自
民
党
支
持
者
に
最
も
大
き
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ

の
割
合
が
最
も
大
き
い
の
は
、
自
民
党
支
持
者
で
は
な
く
、
公
明
党
支
持
者
で
あ
る
。
公
明
党
支
持
者
の
六
O
%
が
共
産
党
を
一
番
嫌
い

な
政
党
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
嫌
い
な
政
党
と
を
二
つ
挙
げ
る
場
合
に
も
公
明
党
支
持
者
の
六
八
%
は
共
産
党
を
そ
の
一
つ
に
挙
げ

て
お
り
、
そ
の
割
合
は
他
の
政
党
支
持
者
に
比
べ
て
も
最
も
大
き
い
。
公
明
党
支
持
者
の
う
ち
二
三
%
は
一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
自
民

党
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
共
産
党
を
一
番
嫌
い
と
す
る
者
の
四
割
に
も
み
た
な
い
。
も
っ
と
も
、

一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
特
定
の

政
党
を
挙
げ
た
公
明
党
支
持
者
の
う
ち
、
共
産
党
を
挙
げ
な
か
っ
た
者
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
自
民
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
い
る

と
は
い
え
る
。
ま
た
嫌
い
な
政
党
を
二
つ
挙
げ
る
場
合
に
は
、
公
明
党
支
持
者
の
半
数
は
自
民
党
を
そ
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
そ

れ
は
共
産
党
支
持
者
に
次
い
で
大
き
い
。

つ
ま
り
、
公
明
党
支
持
者
に
は
白
民
党
を
嫌
い
と
す
る
者
が
少
な
く
は
な
い
が
、
共
産
党
に
対

す
る
反
擁
が
そ
れ
を
上
廻
っ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
先
に
述
べ
た
共
産
党
支
持
者
が
嫌
い
な
政
党
と
し
て
自
民
党
と
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号.t. 吾尚

日間 只見

第4・7表支持政党別にみた放し、な政党

支 持 政 党'

公明|共産|自民|民社!社会|特になし

公 明 一% 17.1% 26.7% 17.6% 38.7% 30.9% 
嫌

手島 産 60.0 47.1 47.1 11.9 13.6 
f¥  

L 、一 白 民 22.5 74.3 11.8 28.5 11.7 

な番 民 ネ土 2.5 2.9 0.4 6.7 1.9 

主f: ぷヌズ斗 5.8 
政目

特になし 12.5 2.9 16.9 17.6 12.3 35.2 、../

党 N A 2.5 2.9 3.1 5.9 2.0 6.8 

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

公 明 2.6% 42.8% 48.8% 35.2% 57.7% 42.0% 
f¥  

嫌 ー 共 産 67.6 65.8 53.0 22.2 23.4 
番 自 民 50.0 80.0 0.4 17.6 43.4 14.8 
し、目
と 民 社 7.6 31.4 4.4 19.0 9.2 
な一
番 宇土 メZミ5ー; 15.0 8.6 5.8 11.8 2.4 

政 目 特になし 25.0 5.8 33.8 35.2 24.6 50.0 
の
N A 5.0 5.8 6.2 11.8 4.0 13.6 

必J斐¥':計ii 
※27.2 ※25.6 ※34.8 ※35.4 ※29.1 ※44.6 

) 

200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 200.0 

N I (40) I (35) I (225) I (17) I (253) I (1ω 

明い公のい政支 う と嫌 り ないいい公 o、
~ 。明差で党持ちすいは政なな 。明社明
支ま党は一 と者自 る なな党政政社党会党
持た支か番すに民者政いを党党会を党を
者嫌持な 目 る比党四党 o 一 と と党 支挙
がい者 り に者ベをコ と社っす し支番持げ
白な と大大のて嫌 Z し会挙る て持嫌者る
民政の き き割みい よ て党げ者お者いに割
党党差 く い合る と り お支る の り の と は合
ををは

、
と 』土 とす も り 持場一 コす他に

嫌一そ しい る多 、者合九そ九るの比
いつれかえ応 Igl 者いそのに%れ%者政較
な挙 lま も る共民の 。れ五も よ ははの党 し
政げど三が産党書Ij社は八 ;: り 自公割支 ~íJ
党た大番 党を合会 l~l % の も民明合持味
と場き目し支 を党民は}~，(多党党が者深
す合くにか持番他支党公にいをを最にい
るに 大し者嫌の持を明は。 も比。
割ははき両にい政者嫌党変嫌番番大ベ
合公ない者次な党のいをわい嫌嫌き

、
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よ
り
も
小
さ
い
。
他
の
政
党
と
比
べ
て
も
社
会
党
支
持
者
に

は
自
民
党
を
嫌
い
と
す
る
者
が
多
い
と
は
い
え
な
い
と
い
う

」
と
に
な
ろ
う
。
共
産
党
を
一
番
嫌
い
な
も
の
と
す
る
も
の

の
割
合
は
四
党
の
支
持
者
の
う
ち
で
は
社
会
党
支
持
者
に
最

も
小
さ
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
社
会
党
支
持
者
の

昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動 (1) 

V
A

つ
ま
り
ほ
ぼ
九
人
に
一
人
は
一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
共

産
党
を
挙
げ
て
い
る
。

民
社
党
を
一
番
嫌
い
と
す
る
者
の
サ
ン
プ
ル
数
は
極
く
少

な
い
の
で
、
嫌
い
な
政
党
と
し
て
二
つ
挙
げ
ら
れ
た
場
合
で

み
る
と
、
民
社
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
は
四
党
支
持
者

の
う
ち
で
は
共
産
党
支
持
者
に
最
も
大
き
く
、
自
民
党
支
持

者
に
最
も
小
さ
い
。

会
二
・
四
%
対
四
・
四
%
)
共
産
党

支
持
者
の
う
ち
ほ
ぼ
三
人
に
一
人
は
民
社
党
を
嫌
い
な
政
党

の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

同
じ
政
党
を
支
持
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
支
持
の

強
さ
の
程
度
に
よ
っ
て
ど
の
政
党
を
嫌
い
な
政
党
と
す
る
か

に
違
い
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

サ
ン
プ
ル
数
の
関
係
で
自
民

党
と
社
会
党
の
両
党
の
支
持
者
に
つ
い
て
だ
け
し
か
見
る
こ

支持政党の支持の強さと嫌いな政党

自 民 社 ~ 三Z

強 L 、

嫌とご 公
明 28.7% 38.4% 41.4% 49.5% 

L 、 共 産 63.8 53.5 11.2 16.8 

な番 自 民 40.5 24.8 

政
民 1土 1.1 6.9 8.9 

党)自 社 ~ 6.4 8.1 

100.0 100.0 100.0 100.0 

" 

嫌L、番と目

公 明 59.6% 62.8% 68.1% 66.3% 

共 産 86.2 77.9 20.7 31.7 

自 民 1.1 59.5 40.6 

なー 民 社 6.4 4.7 21.6 22.8 
番
政日 ネ土 ~与" 22.3 16.3 
の ※24.4 ※38.3 ※30.1 ※38.6 
党喜 200.0 200.0 200.0 200.0 

N (116) ¥ (101) 

第 4・8表

嫌いな政党を「特になしJと答えた者および無回答の者は除かれている。
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説

と
が
で
き
な
い
が
、
第
四
・
八
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
強
い
支
持
者
と
弱
い
支
持
者
と
で
は
、
嫌
い
な
政
党
と
す
る
も
の
に
相
違
が
み
ら

れ
る
。

さb.
uHlJ 

ま
ず
'H
民
党
支
持
者
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
支
持
の
強
さ
に
か
か
わ
り
な
く
、
自
民
党
支
持
者
に
は
一
帯
嫌
い
な
政
党
と
し
て
共
産

党
を
挙
げ
る
者
が
最
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
強
い
支
持
者
に
は
弱
い
支
持
者
に
比
べ
共
産
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
の
割
合
が
よ

り
大
き
い
(
六
三
了
八
%
対
冗
三
・
五
%
)
。
こ
れ
に
対
し
公
明
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
の
割
合
は
強
い
支
持
者
に
比
べ
弱
い

支
持
者
に
よ
り
大
き
い
(
二
八
・
七
%
対
一
二
八
・
四
%
)
0
嫌
い
な
政
党
が
二
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
を
み
れ
ば
、
共
産
党
を
嫌
い
と

す
る
者
の
割
合
は
一
番
目
に
限
っ
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に
強
い
支
持
者
に
よ
り
大
き
い
(
八
六
・
二
%
対
七
七
・
八
%
〉
。
ま
た
社
会
党

を
川
仰
い
と
す
る
者
の
割
合
も
共
産
党
を
嫌
い
と
す
る
者
と
同
じ
よ
う
に
弱
い
支
持
者
に
比
べ
強
い
支
持
者
に
や
や
大
き
く
三
六
・
一
二
%

対
二
二
・
一
一
一
%
)
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
嫌
い
な
政
党
を
二
つ
挙
げ
る
場
合
に
は
、
公
明
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
訓
合
は
強
い
支
持
者

と
弱
い
支
持
者
と
で
あ
ま
り
差
は
な
く
な
る
(
五
九
・
六
%
対
六
二
・
八
%
)
。

次
に
社
会
党
支
持
者
に
つ
い
て
み
よ
う
。

一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
臼
民
党
を
挙
げ
る
か
ど
う
か
は
、
強
い
支
持
者
と
弱
い
支
持
者
と

で
は
か
な
り
違
い
が
あ
る
o

強
い
支
持
者
に
は
弱
い
支
持
者
に
比
べ
白
民
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
の
割
合
が
大
き
い
の
で
あ
る

〈
円

0
・
五
%
対
二
四
・
八
%
)
。
公
明
党
あ
る
い
は
共
産
党
を
一
番
嫌
い
な
政
党
と
す
る
者
の
割
合
も
や
や
強
い
支
持
者
と
弱
い
支
持

者
と
で
は
述
い
が
み
ら
れ
る
。
弱
い
支
持
者
に
よ
り
そ
の
割
合
が
大
き
い
の
で
あ
る
(
公
明
党
四
九
・
五
%
対
四
一
・
四
%
、
共
産
党
一

六
・
八
%
対

-
二
%
)
。
嫌
い
な
政
党
を
二
つ
挙
げ
る
場
合
に
も
、
強
い
支
持
者
に
自
民
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
が
よ
り
大
き

く
(
五
九
・
五
%
対
四

0
・
六
%
)
弱
い
支
持
者
に
共
産
党
を
嫌
い
と
す
る
者
の
割
合
が
よ
り
大
き
い
さ
二
・
七
%
対
二

0
・
七
%
)

と
い
う
点
は
一
番
嫌
い
な
政
党
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
嫌
い
な
政
党
を
二
つ
挙
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
公
明

党
を
挙
げ
る
者
の
割
合
は
、
強
い
支
持
者
と
弱
い
支
持
者
と
で
は
ほ
と
ん
ど
差
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
は
先
に
み
た
自
民
党
支
持
者
の
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場
合
と
か
な
り
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
自
民
党
支
持
者
の
場
合
に
も
社
会
党
支
持
者
の
場
合
に
も
、
公
明
党
を
単
に
嫌

い
な
政
党
の
一
っ
と
す
る
点
で
は
強
い
支
持
者
も
弱
い
支
持
者
も
変
わ
り
が
な
い
が
、
強
い
支
持
者
は
弱
い
支
持
者
ほ
ど
に
は
公
明
党
を

一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
強
い
支
持
者
に
と
っ
て
一
番
嫌
い
な
政
党
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
政
党
は
ほ
か
に
あ

る
。
自
民
党
支
持
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
共
産
党
で
あ
り
、
社
会
党
支
持
者
に
と
っ
て
は
そ
れ
は
自
民
党
で
あ
る
。

)
 
-(
 

〈

1
〉
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
が
被
調
査
者
全
体
に
お
い
て
一
番
嫌
い
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
割
合
と
二
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
割
合
と
を
比
較
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
は
、
こ
の
こ
と
は
言
い
得
な
い
。
嫌
い
な
政
党
と
し
て
一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
る
割
合
の
大
き
か
っ
た
政
党
ほ
ど
、
統
計
的
に
は
二
訴
U
に
挙
げ

ら
れ
る
確
率
は
小
さ
く
な
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
が
嫌
い
な
政
党
と
し
て
一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
割
介
と
二
番
目

に
挙
げ
ら
れ
た
割
合
を
比
較
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
政
党
と
一
番
目
に
挙
げ
な
か
っ
た
者
の
う
ち
で
、
ど
れ
だ
け
の
者
が
そ
の
政
党
を
二
悉
U
に
挙
げ

て
い
る
か
、
そ
の
割
合
を
比
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
計
算
さ
れ
た
嫌
い
な
政
党
と
し
て
二
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
割
介
と
一
帯
口
に

挙
げ
ら
れ
た
割
合
と
の
比
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
公
明

0
・
八
四
、
共
産

0
・
六
回
、
自
民

0
・
五
四
、
民
社
二
・
八
四
、
社
会
ニ
・
九
四
。

ハ
2
)

勿
論
、
逆
に
支
持
す
る
も
の
が
少
な
い
政
党
、
つ
ま
り
小
政
党
に
も
か
か
か
ら
ず
、
そ
の
政
党
を
嫌
い
と
す
る
者
が
、
多
い
と
い
う
こ
と
は
む
し
ろ

そ
の
政
党
が
嫌
わ
れ
て
い
る
程
度
が
大
き
い
と
も
い
い
う
る
。
従
っ
て
、
嫌
い
と
す
る
も
の
の
割
合
の
算
定
を
こ
の
よ
う
に
修
正
す
る
こ
と
は
、
「
宍

質
的
」
な
嫌
わ
れ
て
い
る
程
度
を
示
そ
う
と
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

玉
、
政
党
間
の
違
い

政
党
聞
の
違
い
の
程
度
を
人
々
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
、
追
い
の
程
度
を
「
お
お
い
に
あ

「
あ
ま
り
な
い
」
の
三
つ
の
回
答
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
、
二
つ
の
政
党
の
組
合
わ
せ
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、

「
あ
る
」

「
次
の
政

る
'-

党
の
聞
に
は
、
ど
の
く
ら
い
追
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
を
行
な
っ
た
。

五
つ
の
政
党
か
ら
つ
く
ら
れ
得
る
す
べ
て
の
組
合
せ
が
質
問
の
対
象
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
自
民
1

共
産
、
公
明
!
共
産
、
公
明

ー
民
社
、
民
社
|
共
産
の
四
組
は
、
質
問
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
白
民
党
と
社
会
党
を
中
心
に
他
の
政
党
と
の
違
い
の
程
度
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説

が
問
題
と
さ
れ
た
o

質
問
の
対
象
と
な
っ
た
六
組
の
政
党
聞
の
違
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

き"uHU 

回
答
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
割
合
を
「
お
お
い
に
あ
る
」
と
答
え
た
者
が
多
か
っ

た
も
の
の
順
序
に
示
す
と
第
五
・
一
表
の
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の

順
序
は
た
だ
ち
に
、
政
党
問
の
違
い
が
大
き
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の

の
順
序
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
こ
の
順
序
は
、
逆
に

追
い
が
「
あ
ま
り
な
い
」
と
答
え
た
者
が
少
な
い
も
の
の
順
序
と
必
ず
し

も
一
致
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
政
党
聞
の
違
い
を
「
お
お

い
に
あ
る
」
と
答
え
た
者
に
三
点
、

「
あ
る
」
と
答
え
た
者
に
ニ
点
、

「
あ
ま
り
な
い
」
と
答
え
た
者
に
一
点
を
そ
れ
ぞ
れ
与
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

政
党
聞
の
違
い
の
大
き
さ
を
平
均
点
で
表
わ
し
て
み
た
。
平
均
点
の
大
き

い
順
序
に
六
組
の
政
党
を
一
不
す
と
第
五
・
二
表
の
よ
う
に
な
る
。

六
組
の
政
党
の
う
ち
で
は
、
自
民
|
社
会
の
違
い
は
、
最
も
大
き
い
も

(
1
v
 

の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

自
民
|
社
会
の
違
い
は
平
均
点
で
み
た
場
合
、
最
も
大
き
い
と
い
う
ば

か
り
で
は
な
い
。
第
五
・
一
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
民
l
社
会
の
違

い
を
「
お
お
い
に
あ
る
」
と
答
え
た
者
は
、
他
の
政
党
聞
の
違
い
に
つ
い

て
「
お
お
い
に
あ
る
」
と
答
え
た
者
に
比
べ
最
も
多
く
、
逆
に
「
あ
ま
り

二つの政党の悶に違いはどのぐらいあるか

[白民と i門真会と|出|ー出社会公明 産公明民社民社

違
おおいにある 38.8% 20.1% 11.6% 9.6% 7.5% 6.7% 

あ る 33.8 36.8 35.3 43.2 28.9 41.3 
し、 あまりない 14.4 24.6 34.6 27.5 42.6 31.8 

N A 13.0 18.6 18.4 19.7 21. 0 20.2 
が 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

第 5・1表
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平均点で示した政党聞の違いの大きさ

自民と社会 2.28 

2. 自民と公明 1.95 

3 社会と公明 1.78 

4. 社会と共産 1.72 

5. 社会と民社 1.69 

6. 自民と民社 1.56 

第5・2表



な
い
」
と
答
え
た
者
は
最
も
少
な
い
。
ま
た
政
党
聞
の
違
い
に
つ
い
て
「
お
お
い
に
あ
る
」
と
答
え
た
者
の
方
が
、

「
あ
ま
り
な
い
」
と

答
え
た
者
よ
り
も
多
か
っ
た
の
は
(
平
均
点
で
こ
以
上
)
自
民
|
社
会
の
違
い
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
他
の
五
組
に
つ
い
て
は
い
ず
れ

も
「
あ
ま
り
な
い
」
と
答
え
た
者
の
方
が
「
お
お
い
に
あ
る
」
と
答
え
た
者
よ
り
も
多
い
。

自
民
i
公
明
の
違
い
は
、
自
民
i
社
会
の
違
い
に
つ
い
で
大
き
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
l
公
明
の
違

い
よ
り
も
、
自
民
|
公
明
の
違
い
の
方
が
よ
り
大
き
い
、

い
い
か
え
れ
ば
、
平
均
し
た
場
合
に
は
公
明
党
は
自
民
党
よ
り
も
社
会
党
に
よ

)
 
-(
 

り
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
平
均
点
で
み
て
、
白
民
|
公
明
の
違
い
の
方
が
、
社
会
|
公
開
の

昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

違
い
よ
り
大
き
い
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
い
。
第
五
・
一
表
で
み
て
も
、
自
民
公
明
の
違
い
を
「
あ
ま
り
な
い
」
と
答
え
た
者
は
、
社

会
ー
公
明
の
違
い
を
「
あ
ま
り
な
い
」
と
答
え
た
者
と
比
べ
、
そ
れ
程
少
な
く
は
な
い
が
、

(
二
四
・
六
%
対
二
七
・
五
%
)
、
前
者
の

違
い
を
「
お
お
い
に
あ
る
」
と
答
え
た
者
は
、
後
者
の
違
い
を
「
お
お
い
に
あ
る
」
と
答
え
た
者
よ
り
も
か
な
り
多
い
(
二

0
・

% 
対

九
・
六
%
)
。

自
民
l
民
社
の
違
い
は
、
他
の
政
党
聞
の
違
い
に
比
べ
、
最
も
小
さ
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
社
会
|
民
社
の
違
い
も
小
さ
い
も

の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
自
民
i
民
社
の
違
い
を
比
べ
る
限
り
、
そ
れ
よ
り
は
や
や
大
き
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

い
い
か
え
る
と
平

均
し
た
場
合
に
は
、
民
社
党
は
社
会
党
よ
り
も
よ
り
自
民
党
に
近
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
o

こ
の
点
も
、
平
均
点
で

み
て
、
自
民
j

民
社
の
違
い
が
、
社
会
民
社
の
違
い
よ
り
も
小
さ
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
白
民
l
民
社
の
違
い
を
「
お
お
い
に
あ

る
」
と
答
え
た
者
と
社
会
民
社
の
違
い
を
「
お
お
い
に
あ
る
」
と
答
え
た
者
と
で
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
と
い
え
る
が
ハ
七
・
五
%
対

六
・
七
%
)
、
「
あ
ま
り
な
い
」
と
答
え
た
者
は
、
前
者
の
場
合
は
、
後
者
の
場
合
に
比
べ
か
な
り
多
い
(
四
二
・
六
%
対
コ
二
・
八
%
)
0

ま
た
第
六
・
一
表
か
ら
分
る
よ
う
に
政
党
聞
の
違
い
に
つ
い
て
「
あ
ま
り
な
い
」
と
答
え
た
者
の
方
が
「
あ
る
」
と
答
え
た
者
よ
り
も
多

か
っ
た
の
は
、
自
民
|
民
社
の
違
い
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
社
会
民
社
の
違
い
を
含
め
、
他
の
政
党
聞
の
違
い
の
場
合
に
は
、

ず
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説

れ
も
「
あ
る
」
と
答
え
た
者
の
方
が
、

「
あ
ま
り
な
い
」
と
答
え
た
者
よ
り
も
多
い
。

社
会
党
を
中
心
に
み
た
場
合
、
公
明
、
民
社
、
共
産
の
野
党
三
党
の
う
ち
ど
の
政
党
が
社
会
党
と
の
違
い
を
よ
り
小
さ
い
と
み
な
さ
れ

Zさ̂flflU 

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
平
均
点
で
み
る
と
、

一
応
、
民
社
党
、
共
産
党
、
公
明
党
の
順
に
な
る
が
、
そ
の
差
は
極
く
僅
か
で
あ
る
か
ら

(
社
|
民
一
・
六
九
、
社
|
共
一
・
七
二
、
社
|
公
一
・
七
八
)
、
社
会
党
に
対
す
る
三
野
党
の
違
い
の
程
度
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
差
が
な

い
と
い
え
よ
う
。

自
民
党
と
社
会
党
と
の
違
い
を
大
き
く
み
る
も
の
と
小
さ
く
み
る
も
の
と
で
は
、
他
の
政
党
問
の
追
い
の
程
度
の
み
か
た
に
違
い
が
あ

る
で
あ
ろ
う
か
。
概
し
て
、
自
民
党
と
社
会
党
の
違
い
を
大
き
く
み
る
者
は
、
小
さ
く
み
る
者
よ
り
も
他
の
政
党
聞
の
追
い
に
つ
い
て
も

そ
れ
を
大
き
く
み
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第
五
・
三
表
に
示
し
た
よ
う
に

白
民
社
会
の
違
い
を
「
お
お
い
に
あ
る
」
と
み
な
し
て
い

る
者
の
他
の
政
党
問
の
違
い
に
つ
い
て
の
平
均
点
は
、
そ
の
追
い
を
「
あ
ま
り
な
い
」
と
み
な
し
て
い
る
者
の
平
均
点
と
比
べ
い
ず
れ
も

高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
に
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
公
明
党
は
自
民
党
よ
り
も
社
会
党
に
よ
り
近
く
、
民
社
党
は
逆
に
社
会
党
よ
り
も
自
民
党
に
よ
り
近
い
と
み

な
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
自
民
党
と
社
会
党
の
違
い
を
大
き
く
見
る
者
と
少
さ
く
見
る
者
に
よ
っ
て
異
な

っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
公
明
党
に
つ
い
て
み
よ
う
。
自
民
社
会
の
違
い
を
「
お
お
い
に
あ
る
」
と
み
る
者
に
と
っ
て
も
「
あ

ま
り
な
い
」
と
み
る
者
に
と
っ
て
も
、
と
も
に
自
民
|
公
明
の
違
い
は
社
会
公
明
の
違
い
よ
り
も
大
き
い
。

(
白
!
社
の
違
い
を
「
お

お
い
に
あ
る
」
と
み
る
者
に
と
っ
て
自
公
の
違
い
ニ
・
一
一
、
社
|
公
の
違
い
一
・
九
九
。
白
|
社
の
違
い
を
「
あ
ま
り
な
い
」
と
み

る
者
に
と
っ
て
自
|
公
の
迫
い
一
・
六
二
、
社
公
の
違
い
一
・
四
六
)

つ
ま
り
平
均
し
て
み
れ
ば
公
明
党
は
自
民
党
よ
り
も
社
会
党
に

よ
り
近
い
と
す
る
見
方
は
、
自
民
社
会
の
違
い
を
大
き
く
見
る
か
小
さ
く
見
る
か
に
よ
っ
て
異
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
o

北法24(1・40)40



こ
れ
に
対
し
民
社
党
に
つ
い
て
は
自
民
|
社
会
の
述
い
を
大
き
く
見
る
者
と
小
さ
く
見
る
者
と
で
は
や
や
異
な
っ
た
凡
方
を
し
て
い

る
o

自
民
社
会
の
違
い
を
「
あ
ま
り
な
い
」
と
み
る
者
に
と
っ
て
は
白
民
i
民
社
の
違
い
と
社
会
l
民
社
の
違
い
と
は
ほ
と
ん
ど
差
が

)
 
1
 
(
 

な
い
が
(
一
・
四
二
対
一
・
四

O
)
、
自
民
社
会
の
違
い
を
「
お
お
い
に
あ
る
」
と
み
る
者
に
と
っ
て
は
、
社
会
l
民
社
の
違
い
に
比

べ
自
民
!
民
社
の
追
い
が
や
や
小
さ
い
(
一
・
七
九
対
一
・
六
五
)
。
つ
ま
り
、
自
民
|
社
会
の
違
い
を
小
さ
く
見
る
者
に
と
っ
て
は
、

平
均
し
て
み
れ
ば
民
社
党
は
白
民
党
と
社
会
党
の
ど
ち
ら
に
よ
り
近
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
白
民
|
社
会
の
違
い
を
大
き
く
見
る
占
有

に
と
っ
て
は
、
平
均
し
て
み
れ
ば
民
社
党
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
自
民
党
に
よ
り
近
い
政
党
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

昭和46年参議院議長選挙における札帆rli住民の投票行動

さ
ら
に
社
会
党
と
他
の
野
党
三
党
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
什
民
党
と
社
会
党
の
違
い
を
大
き
く
見
る
か
、
小
さ
く
み
る
か
に
よ
っ
て
か

な
り
呉
な
っ
て
く
る
。
自
民
社
会
の
違
い
を
「
あ
ま
り
な
い
」
と
見
る
者
は
社
会
共
産
の
違
い
を
社
会
l
公
明
の
追
い
や
社
会
l
民
社

の
違
い
よ
り
も
大
き
い
と
み
な
し
て
い
る
(
一
・
六
六
対
一
・
四
六
、
一
・
四
二
)
。
こ
れ
に
対
し
、
自
民
|
社
会
の
違
い
を
「
お
お
い

に
あ
る
」
と
み
な
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
社
会
|
共
産
の
違
い
は
、
社
会
i
公
明
、
社
会
民
社
の
違
い
に
比
べ
必
ず
し
も
大
き
く

は
な
く
、
む
し
ろ
小
さ
い
と
さ
え
い
え
る
の
で
あ
る
。

(
一
・
七
四
対
一
・
九

O
、

一
・
七
九
)

政
党
間
の
違
い
の
見
方
は
、
第
五
・
四
表
に
示
し
た
よ
う
に
年
令
に
よ
っ
て
兵
な
っ
て
い
る
。
日
民
|
社
会
の
違
い
は
、
他
の
政
党
間

の
違
い
に
比
べ
、

い
ず
れ
の
年
令
層
に
お
い
て
も
最
も
大
き
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
他
の
年
令
岡
市
に
比
べ
特
に
三
五
才
か

ら
四
九
才
ま
で
の
年
令
層
に
お
い
て
、
そ
の
違
い
が
大
き
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
っ
て
三
七
対
二
・
二
五
、
二
・
二
四
)

0

三
四
才
以
下
の
若
い
年
令
層
と
五

O
才
以
上
の
高
い
年
令
層
と
で
は
、
そ
の
追
い
の
程
度
の
見
方
に
差
は
な
い
。
自
ー
社
の
追
い
の
平
均

点
が
コ
一
五
才
か
ら
四
九
才
ま
で
の
年
令
層
に
お
い
て
、
他
の
年
令
回
に
比
べ
よ
り
高
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
三
五
才
か
ら
四
九
才
ま

で
の
年
令
層
に
は
、
他
の
年
令
屑
に
比
べ
、
白
i
社
の
違
い
を
「
お
お
い
に
あ
る
」
と
答
え
た
も
の
の
割
合
が
最
も
大
き
く
(
凹
三
・
一

W
A
対
三
七
・
八
%
、
三
五
・
七
克
)
、
逆
に
「
あ
ま
り
な
い
」
と
答
え
た
も
の
の
割
合
が
最
も
小
さ
い
(
一

0
・
一
%
対
一
五
・
七
%
、
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論説

第5・3表 自民一社会の違いの見方の相違による
他の政党聞の違い(平均点〕

自民と社会の速いが

おおいにある | ぁ る|あまりない

政党
自民と公明 2.11 1.88 1.62 

社会と公明 1.90 1.77 1.46 
間
社会と共産 1.74 1.73 1.66 の

違 社会と民社 1.79 1.69 1.42 
L 、
自民と民社 1. 65 1. 51 1.40 

第5・4表年令別にみた政党闘の違い(平均点〉

年 メμ入

20 ~ 34才 I35 ~ 49才 I50才以上
白民と社会 2.25 2.37 2.24 

政党 自民と公明 1.90 2.02 1. 93 

r，1j 社会と公明 1.81 1.77 1.73 
の
社会と共産 1.72 1.66 1.80 違

し、 社会と民社 1.67 1.71 1. 69 

自民と民社 1.50 1.60 1. 60 

第5・5表学歴別にみた政党間の違い(平均点〕

学 歴

(高等〕小学校|旧制中学 l旧専門，短大
新制中学 1新制高校!大 学

政
党
間
の
違
い

自民と社会

自民と公明

社会と公明

社会と共産

社会と民社

自民と民社

2.23 

1.92 

1.73 

1.70 

1.57 

1.65 

2.31 

1. 99 

1.79 

1.71 

1.76 

1.56 

2.30 

1.87 

1.88 

1.80 

1.75 

1.37 
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一
六
・
六
%
)
。

白
民
l
公
明
の
違
い
の
程
度
、

お
よ
び
社
会
i
公
明
の
違
い
の
程
度
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
、
年
令
層
に
よ
る
相
違
は
特
に
目
立
た

な
い
。
ま
た
、
自
民
1

公
明
の
違
い
は
社
会
l
公
明
の
違
い
よ
り
も
大
き
い
と
い
う
点
も
ま
た
年
令
層
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
は
い
な
い
。

も
っ
と
も
三
五
才
か
ら
四
九
才
の
年
令
層
に
と
っ
て
は
、
他
の
年
令
国
に
比
べ
特
に
一
両
者
の
追
い
の
差
は
大
き
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

(
三
五
才
か
ら
四
九
才
に
よ
っ
て
、
白
|
公
の
違
い
二
・

O
二
に
対
し
社
i
公
の
違
い
は
一
・
七
七
〉
0

)
 

'
i
 
(
 

自
民
l
民
社
の
違
い
は
、
他
の
政
党
間
の
違
い
に
比
べ
最
も
小
さ
い
と
い
う
見
方
も
、
年
令
層
に
よ
っ
て
相
違
は
な
い
。
た
だ
、
コ
一
四

昭和46年参t議院s議長選挙における札幌市住民の投票行yf})

才
以
下
の
若
い
年
令
層
に
お
い
て
は
他
の
年
令
層
の
者
よ
り
も
一
層
そ
の
違
い
は
小
さ
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

自
民
l
民
社
の
違
い

は
、
社
会
1

民
社
の
違
い
よ
り
も
小
さ
い
と
い
う
見
方
も
、
年
令
屑
に
よ
っ
て
相
違
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
で
も
三
四
才
以
下
の
若

い
年
令
層
の
場
合
に
は
特
に
際
立
っ
て
い
る
。

(
三
四
才
以
下
の
年
令
層
の
場
合
自
民
の
違
い
一
・
五

O
に
対
し
社
1

民
の
違
い
一

ハ
七
)
。

社
会
l
共
産
の
違
い
の
程
度
は
、
年
令
層
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
一
ニ
五
才
か
ら
四
九
才
ま
で
の
年
令
閑
に
お
い
て
は
、

そ
の
違
い

五

O
才
以
上
の
年
令
層
に
お
い
て
は

は
よ
り
小
さ
く
み
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

そ
の
違
い
は
よ
り
大
き
く
み
ら
れ
て
い
る
。

(

一

六
六
対
一
・
八

O
)
こ
の
こ
と
は
、
社
会
党
と
他
の
野
党
三
党
の
違
い
の
大
き
さ
の
順
序
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
の
点
が
、
年
令
層
に
よ

っ
て
や
や
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
関
係
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
三
五
才
か
ら
四
九
才
の
年
令
層
に
と
っ
て
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
う

と
社
会
l
共
産
の
違
い
は
、
社
会
l
公
明
、
社
会
l
民
社
の
違
い
よ
り
も
小
さ
い
っ
・
六
六
対
一
・
七
七
、

一
・
七
一
)

0

こ
れ
に
対

し
五

O
才
以
上
の
年
令
層
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
コ
一
つ
の
う
ち
で
は
、
社
会
l
共
産
の
追
い
は
最
も
大
き
い
(
一
・
八

O
対
一
・
七
二
一
、

一
・
六
九
)
の
で
あ
る
。

政
党
問
の
違
い
の
程
度
の
見
方
は
、
学
歴
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
五
・
五
表
に
示
し
た
よ
う
に
政
党
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ー
申
叫

間
の
違
い
の
う
ち
で
白
民
|
社
会
の
違
い
が
最
も
大
き
い
と
す
る
点
で
は
、
学
歴
の
高
い
者
も
低
い
者
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
違
い

を
と
の
程
度
に
み
る
か
も
学
歴
に
よ
っ
て
目
立
っ
た
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
自
民
i
公
明
の
違
い
の
程
度
に
つ
い
て
も
同
様
に
学
歴
に
よ

Y ... 
liflU 

っ
て
目
立
っ
た
違
い
は
な
い
。
社
会

l
公
明
の
違
い
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
学
歴
の
高
い
者
ほ
ど
そ
の
違
い
を
大
き
い
と
み
な
し
て
い
る

と
い
え
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
差
は
そ
れ
程
大
き
く
は
な
い
。
し
か
し
、
自
民
|
公
明
の
違
い
と
社
会
i
公
明
の
違
い
を
比
べ
た
場
合
に

ど
ち
ら
の
追
い
を
大
き
く
見
る
か
の
点
で
は
、
学
歴
に
よ
る
相
違
が
か
な
り
は
っ
き
り
現
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
低
い
学
舵
の
者
に
と

つ
て
は
、
内
民
1

公
明
の
違
い
は
自
民
|
社
会
の
違
い
よ
り
も
大
き
い
が
(
一
・
九
二
対
一
・
七
一
二
〉
、
高
い
学
歴
の
者
に
と
っ
て
は
両

者
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
(
一
・
八
七
対
一
・
八
八
)
。

い
い
か
え
る
と
平
均
し
て
み
た
場
合
公
明
党
を
自
民
党
よ
り
も
社
会
党
に
近
い

政
党
と
す
る
の
は
、
低
い
学
歴
の
者
で
あ
っ
て
、
高
い
学
歴
の
者
に
と
っ
て
は
公
明
党
は
ど
ち
ら
に
よ
り
近
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

自
民
l
民
社
の
違
い
の
見
方
も
、
学
歴
に
よ
る
相
違
が
大
き
い
。
学
歴
、
が
高
い
者
ほ
ど
そ
の
違
い
を
小
さ
く
み
て
い
る
。
実
に
高
い
学

歴
の
者
の
う
ち
六

Cum-か
、
自
民
|
民
社
の
追
い
は
「
あ
ま
り
な
い
し
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
民
|
民
社
と
社
会

ー
民
社
の
違
い
を
比
べ
ど
ち
ら
の
違
い
が
よ
り
大
き
い
と
み
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
学
歴
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
関
係
し
て
く

る
。
高
い
学
歴
の
者
に
と
っ
て
は
、
社
会
民
社
の
違
い
に
比
べ
自
民
l
民
社
の
違
い
は
は
る
か
に
小
さ
い
(
一
・
一
二
七
対
一
・
七
五
)

の
で
あ
る
が
、
低
い
学
歴
の
者
に
と
っ
て
は
逆
に
、
社
会
i
民
社
の
違
い
は
自
民
民
社
の
違
い
よ
り
も
小
さ
い
〈
一
・
五
七
対
一
・
六

五
)

つ
ま
り
民
社
党
は
自
民
党
に
よ
り
近
い
か
、
社
会
党
に
よ
り
近
い
か
と
い
う
点
で
、
平
均
し
て
み
れ
ば
高
い
学
歴
の
者
と
低
い
学

歴
の
者
と
で
は
、
逆
の
見
方
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

社
会
i
共
産
の
違
い
の
程
度
の
見
方
も
学
歴
に
よ
っ
て
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
高
い
学
歴
の
者
は
低
い
学
摩
の
者
に
比
べ
そ
の
違
い
を

よ
り
大
き
い
と
み
な
し
て
い
る
ご
・
八

O
対
一
・
七

O
)
。
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社
会
党
と
野
党
三
党
の
違
い
の
そ
れ
ぞ
れ
の
う
ち
で
ど
の
違
い
を
よ
り
小
さ
い
と
み
る
か
に
つ
い
て
は
、
学
歴
の
高
い
者
と
低
い
者
と

で
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
と
も
に
社
会
と
野
党
三
党
と
の
違
い
の
う
ち
で
は
社
会
公
明
の
違
い
を
最
も
大
き

く
、
社
会
民
社
の
違
い
を
最
も
小
さ
い
と
み
な
し
て
い
る
o

た
だ
し
中
位
の
学
歴
の
者
に
と
っ
て
は
、
三
つ
の
違
い
の
そ
れ
ぞ
れ
に

は
、
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

政
党
聞
の
違
い
の
程
度
の
見
方
は
、
支
持
政
党
の
相
違
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
支
持
政
党
別
に
み
た
政

昭和何年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動 (1) 

党
問
の
違
い
に
つ
い
て
、
第
五
・
六
表
で
は
回
答
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
割
合
を
、
第
五
・
七
表
に
は
速
い
の
大
き
さ
の
平
均
点
を
示
し
た
。

ま
ず
白
民
l
社
会
の
違
い
は
支
持
政
党
に
か
か
わ
り
な
く
大
き
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
支
持
政
党
が
特
に
な
い
者
も
含
め
五
政

党
の
支
持
者
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
そ
の
違
い
を
「
あ
ま
り
な
い
」
と
答
え
た
者
よ
り
も
「
お
お
い
に
あ
る
」
と
符
え
た
者
の
方
が
多

く
、
ま
た
公
明
党
支
持
者
を
除
い
て
は
、
そ
の
違
い
は
他
の
政
党
間
の
迷
い
に
比
べ
、
最
も
大
き
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い

ぇ
、
そ
の
違
い
の
程
度
の
見
方
は
支
持
政
党
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。
自
民
党
支
持
者
に
比
べ
社
会
党
支
持
者
は
そ
の
追
い
を
よ
り
大
き
い

と
み
な
し
て
い
る
と
い
え
る
(
平
均
点
二
・
二
O
対
二
・
四
四
)
0
自
民
党
支
持
者
に
比
べ
社
会
党
支
持
者
に
は
、
そ
の
追
い
を
「
お
お

い
に
あ
る
」
と
答
え
た
者
の
割
合
が
大
き
く
主
主
了
八
%
対
五
一
・
四
%
)
、
逆
に
そ
の
違
い
を
「
あ
ま
り
な
い
」
と
答
え
た
者
の
訓

合
が
小
さ
い
三
六
・
O
%
対
一

0
・
一
二
%
)
0
他
の
政
党
の
支
持
者
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
共
産
党
支
持
者
は
(
サ
ン
プ
ル
数
は
板
く

少
な
い
が
民
社
党
支
持
者
も
ま
た
)
、
自
民
党
支
持
者
よ
り
も
そ
の
違
い
を
大
き
い
と
み
な
し
て
い
る
が
っ
て
四
一
、
二
・
四
七
対
二

-
二
O
)
、
公
明
党
支
持
者
は
、
そ
の
遠
い
の
程
度
を
自
民
党
支
持
者
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
み
て
い
る
と
い
え
よ
う
(
二
・
一
八
対
二
・

二
O
)
0

公
明
党
支
持
者
に
と
っ
て
は
、
自
民
|
社
会
の
違
い
以
上
に
自
民
i
公
明
の
違
い
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
(
二
・
一
八
対
二
・
二
一

0
1

も
っ
と
も
、
自
民
|
公
明
の
違
い
を
大
き
く
み
る
の
は
、
公
明
党
支
持
者
だ
け
で
は
な
い
。
自
民
党
支
持
者
と
社
会
党
支
持
者
に
と
っ
て
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自の
民違
とし、

社会

自の
民違
とL、
公
明

社の
会違
とし、
公
明

社の
会連
とし、
共
産

社会違の

とし、
民
ネ土

自の
民違
とL、
民
社

丸山

両間 目見

第5・6表支持政党別にみた政党Iけjの違い

支 持 政 党

自民|社会|公明|民社 l共産i特になし
おおし、にある 33.8% 51.4% 32.5% 58.8% 45.7% 25.3% 

あ る 37.3 30.8 32.5 29.4 45.7 32.1 

あまりない 16.0 10.3 17.5 11.8 5目7 20.4 

N A 12.9 7.5 17.5 2.9 22.2 

おおいにある 26.2 19.0 40.0 17.6 5.7 11.7 

あ る 35.6 38.7 40目。 41.2 45.7 33.3 

あまりない 19.6 26.9 12.5 41. 2 45.7 25.9 

N A 18.7 15.4 7.5 2.9 29.0 

おおいにある 9.8 11. 1 20.0 11.8 8.6 5.6 

あ る 37.8 48.2 35.0 70.6 68.6 37.7 

あまりない 31.6 23.7 32.5 17.6 20.0 29.0 

N A 20.9 17.0 7目5 2.9 27.8 

おおし、にある 12.9 13.4 7.5 5目9 14.3 8.6 

あ る 32.0 35.6 30.0 64.7 51.4 36.4 

あまりない 35.6 37.9 42.5 29.4 31.4 27.2 

N A 19.6 13.0 20.0 2.9 27.8 

おおいにある 8.0 7.9 7.5 8.6 4.3 

あ る 41.8 46.6 32.5 64.7 57.1 29.6 

あまりない 30.2 29.6 40.0 35.3 28.6 35.8 
N A 20.0 15.8 20.0 5.7 30.2 

おおいにある 8.9 9.9 10.0 5.9 5.7 2.5 

あ る 27.1 29.2 20.0 52.9 28.6 30.9 

あまりない 44.0 42.7 45.0 41. 2 57.1 38.3 

N A 20.0 18.2 25.0 8.6 28.4 

N 1 (225) I (253) 1 (40)l(17) 1 (35) 1 (1ω| 

各々の政党問の違い「おおいにあるJ rあるJ rあまりなし、J rNAJをたすと

100.0 %になる。
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(1) 昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

支持政党別にみた政党聞の違い(平均点〕

支 持- 政 党

自民(社会 1公明 l民社|共産 l特になし

政
自民社会 2.20 2.44 2.18 2.47 2.41 2.06 

党 自民一公明 2.08 1. 91 2.30 1.76 1.59 1.80 

間 社会一公明 1.73 1.65 1.76 1.94 1.89 1.68 
の 社会共産 1.72 1.72 1.56 1.77 1.82 1.74 
違 社会一民社 1.72 1.74 1.59 1.65 
L 、
自民一民社 1.56 1. 60 1. 53 1.65 l目44 I 1. 50 

第5・7表

は
、
自
民
公
明
の
遠
い
は
、
自
民
I
公
明
に
次
い
で
大
き
い
。

い
い
か
え
る
と
、
自
民
、
社
会
、

公
明
の
三
政
党
の
支
持
者
の
場
合
に
は
、
社
会
公
明
の
違
い
よ
り
も
自
民

l
公
明
の
違
い
の
方

が
よ
り
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
(
自
民
一
・
七
三
対
二
・

O
八
、
社
会
一
・
六
五
対
一
・
九

一
、
公
明
一
・
七
六
対
ニ
・
三

O
)
。
こ
の
点
で
、
共
産
党
支
持
者
の
見
方
は
逆
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
共
産
党
支
持
者
に
と
っ
て
は
、

む
し
ろ
自
民
l
公
明
の
違
い
よ
り
も
社
会
|
公
明
の
違
い
が

大
き
い
。

(
一
・
八
九
対
一
・
五
九
)

o

共
産
党
支
持
者
に
と
っ
て
は
、
平
均
し
て
み
れ
ば
公
明

党
は
社
会
党
よ
り
も
よ
り
自
民
党
に
近
い
政
党
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
サ
ン
プ
ル
数
が
極
く
少

な
い
が
、
民
社
党
支
持
者
は
こ
の
点
で
共
産
党
支
持
者
と
似
て
い
る
。

自
民
l
民
社
の
違
い
は
、
政
党
支
持
に
か
か
わ
り
な
く
、
小
さ
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、

共
産
党
支
持
者
は
特
に
そ
の
違
い
を
極
く
小
さ
い
も
の
と
み
な
し
て
い
る
。
共
産
党
支
持
者
の
五

七
%
は
、
自
民
l
民
社
の
違
い
は
「
あ
ま
り
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
自
民
党
支
持
者
と
社
会
党

支
持
と
の
間
で
は
、
自
民
民
社
の
違
い
の
大
き
さ
の
見
方
に
ほ
と
ん
ど
差
は
な
い
(
一
・
五
六

対
一
・
六

O
)
0

自
民
l
民
社
の
違
い
と
社
会
民
社
の
違
い
と
の
ど
ち
ら
を
よ
り
大
き
い
と
み
る
か
と
い
う
点

で
も
、
自
民
党
支
持
者
と
社
会
党
支
持
者
の
問
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

い
ず
れ
の
支
持
者
に

:IUl;24(1・47)47

と
っ
て
も
、
社
会
1

民
社
の
違
い
よ
り
も
自
民
l
民
社
の
違
い
の
方
が
よ
り
小
さ
い
。

(
自
民

-
七
二
対
一
・
五
六
、
社
会
一
・
七
四
対
一
・
六

O
)
共
産
党
支
持
者
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
同

じ
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
場
合
に
は
、
両
者
の
違
い
の
差
は
特
に
大
き
い
〈
一
・
四
四
対
一
・
七
九
)
。



言党

つ
ま
り
共
産
党
支
持
者
に
と
っ
て
は
特
に
、
民
社
党
は
社
会
党
よ
り
も
は
る
か
に
自
民
党
に
近
い
政
党
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
公
明
党

支
持
者
お
よ
び
民
社
党
支
持
者
自
身
の
場
合
に
は
、
社
会
民
社
の
違
い
の
大
き
さ
と
自
民
|
民
社
の
追
い
の
大
き
さ
に
は
、

ほ
と
ん
ど

吾L>.
iilfll 

差
が
な
い
。

(
公
明
一
・
五
九
対
一
・
五
三
、
民
社
一
・
六
五
対
一
・
六
五
)
。

社
会
i
共
産
の
違
い
の
程
度
に
つ
い
て
も
、
自
民
党
支
持
者
と
社
会
党
支
持
者
の
間
で
は
、
ほ
と
ん
ど
異
な
ら
な
い
(
一
・
七
二
対
一

-
七
二
)

0

こ
の
点
で
は
共
産
党
支
持
者
と
公
明
党
支
持
者
の
み
方
は
、
対
照
的
で
あ
る
。
共
産
党
支
持
者
に
と
っ
て
は
、
他
政
党
支
持

者
に
比
べ
、
社
会
|
共
産
の
違
い
は
最
も
大
き
い
の
に
対
し
公
明
党
支
持
者
に
と
っ
て
は
、
最
も
小
さ
い
(
一
・
八
二
対
一
・
五
六
〉
。

最
後
に
社
会
党
と
他
の
野
党
三
党
の
違
い
の
程
度
を
比
較
し
た
場
合
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
自
民
党
支
持
者
と
社
会
党
支
持
者
の
間
に

は
、
や
や
異
な
っ
て
い
る
点
が
み
ら
れ
る
。
自
民
党
支
持
者
に
と
っ
て
は
、
社
会
党
と
他
の
三
党
の
違
い
の
大
き
さ
に
は
、
ほ
と
ん
ど
差

が
な
い
が
、
社
会
党
支
持
者
に
と
っ
て
は
、
社
会
l
公
明
の
追
い
は
社
会
民
社
の
速
い
を
比
べ
れ
ば
、

や
や
小
さ
い
(
一
・
六
五
対
一

-
七
四
)

つ
ま
り
、
社
会
党
支
持
者
自
身
は
、
民
社
党
よ
り
も
公
明
党
の
方
が
社
会
党
に
偲
か
で
は
あ
る
が
よ
り
近
い
と
み
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
公
明
党
支
持
者
自
身
は
、
社
会
党
と
他
三
野
党
の
違
い
の
う
ち
で
は
、
社
会
公
明
の
迷
い
を
む
し

ろ
最
も
大
き
い
と
み
な
し
て
い
る
。

(
一
・
七
六
対
一
・
五
六

一
・
五
九
)
。
共
産
党
支
持
者
も
ま
た
、
公
明
党
支
持
者
ほ
ど
で
は
な

い
が
、
社
会
公
明
の
速
い
を
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
よ
り
大
き
い
と
み
な
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

〈
一
・
八
九
対
一
・
八
二
、

一
・
七

ブL
'-J 

(
1
)

以
下
作
に
泣
い
の
純
度
に
つ
い
て
の
問
答
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
割
合
に
一
三
円
及
し
な
い
限
り
、
政
党
問
の
違
い
の
大
き
さ
を
平
均
点
に
よ
っ
て
見
て
い
く
こ

と
に
す
る
。
従
っ
て
迷
い
の
大
き
さ
は
、
平
均
し
た
大
き
き
で
あ
り
、
木
文
も
正
確
に
云
え
ば
「
自
民
|
社
会
の
違
い
の
大
き
さ
の
平
均
は
」
な
い
し

「
平
均
し
て
み
た
場
介
の
自
民
|
社
会
の
違
い
は
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
が
、
そ
れ
で
は
表
現
が
複
雑
に
な
り
す
ぎ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
以

下
木
文
の
よ
う
な
い
わ
ば
簡
略
化
し
た
表
現
を
と
る
こ
と
に
す
る
。
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六
、
争

占

「
あ
な
た
は
今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
何
が
最
も
重
要
な
政
策
問
題
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。
順
に
二
つ
あ
げ
て
下
さ
い
」
と
質
問

を
し
て
、

一
五
の
政
策
問
題
を
提
示
し
た
。
第
六
・
一
表
に

一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
政
策
問
題
と
一
番
目
と
二
番
目
を
合
計
し
た
政
策

問
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
ら
れ
た
割
合
の
大
き
い
順
序
に
示
し
た
。
ま
ず
、

い
え
る
こ
と
は
、

一
番
重
要
な
争
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
割

合
の
大
き
い
順
序
は
、

一
番
目
と
二
番
目
を
合
計
し
た
争
点
の
割
合
の
大
き
い
順
序
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
物
価
だ
け
が
例

昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動 (1) 

外
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
重
要
の
争
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
物
価
は
公
害
、
健
保
に
次
い
で
三
位
に
あ
っ
た
が
、

二
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
を
加
え
た
場
合
に
は
一
位
に
な
っ
て
い
る
。
物
価
は
比
較
的
「
気
軽
に
」
挙
げ
ら
れ
る
争
点
で
あ
る
と
い
え

よ
う
か
。
第
二
に
い
え
る
こ
と
は
、
公
害
、
健
保
、
物
価
、
老
人
福
祉
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
内
政
問
題
が
上
位
を
占
め
、
沖
縄
、
安
保
と

い
う
外
交
問
題
が
そ
れ
よ
り
も
下
位
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
四
六
年
七
月
の
時
点
で
、

日
中
国
交
を
挙
げ
る
も
の
の
割
合
が

極
く
僅
か
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

一
番
重
要
な
政
策
問
題
と
し
て
上
位
四
つ
を
占
め
て
い
る
公
害
、
健
保
、
物
価
、
老
人
福
祉
の

四
つ
の
内
政
問
題
は
合
計
す
る
と
六
六
・
六
%
と
な
る
。

つ
ま
り
、
二
一
人
の
う
ち
二
人
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
う
ち
一
つ
を
最
重
要
の
争
点

一
番
重
要
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
争
点
と
二
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
争
点
の
組
合
せ
を
見

て
も
、
内
政
問
題
の
優
位
性
が
明
ら
か
で
あ
る
。
第
六
・
二
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
組
合
せ
で
上
位
七
つ
の
も
の
は
、
公
害
l
沖
縄
の
組

と
し
て
挙
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

合
せ
を
除
い
て
、
公
害
、
健
保
、
物
価
、
老
人
福
祉
の
四
つ
の
内
政
問
題
の
組
合
せ
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
合
計
し
て
一
二
九
・
五
%
に
な

る
。
つ
ま
り
、
重
要
な
争
点
と
し
て
二
つ
挙
げ
る
場
合
に
も
、
全
体
の
四
割
の
者
が
、
公
害
、
健
保
、
物
価
、
老
人
福
祉
の
四
つ
う
ち
か

ら
二
つ
を
選
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

何
を
重
要
な
争
点
と
す
る
か
は
、
男
性
と
女
性
と
で
は
違
っ
て
い
る
。
男
性
に
は
女
性
に
比
べ
、
沖
縄
返
還
、
憲
法
改
正
を
挙
げ
る
も

の
の
割
合
が
大
き
く
、
ま
た
、

日
中
国
交
教
育
、
安
保
を
挙
げ
る
者
の
割
合
も
僅
か
で
は
あ
る
が
大
き
い
。
こ
れ
に
対
し
女
性
に
は
男
性

北法24(1・49)49



論説

第6・1表

第 の 争 j去 第 1の争点と第2の争点の合計

公 Eに甘ヨr 20.7% 価 35.7% 

2 健康保険制度 20.1 2 公 量'"'宝 34.4 

3 物 (而 16.2 3 健康保険制度 27.8 

4 老人招祉 9.6 4 老人福祉 21.8 

5 沖縄返還 7.2 5 ì~l *氾返還 16.0 

6 憲法改正 6.8 ! 6 憲法改正 9.9 

7 安 保 4.0 7 教 育 7.0 

8 教 育 2.8 8 土地・住宅 6.4 

9 土地・住宅 1.7 9 安 保 6.3 

10 交 通 1目1 10 交 通 4.1 

11 日中国交 0.9 11 日中国交 4.0 

12 選挙区制 0.8 12 ベトナム和平 1.6 

13 ベトナム和平 0.3 13 選挙区制 1.1 

13 裁判官問題 0.3 13 裁判官問題 1.1 

15 国 有 化 0.1 15 国 有 イじ 0.1 

N A 7.3 N A 22.7 

N N 200.0 
(748) (748) 

第6・2表二つの争点の組合せ

1 公 害一物 価 9.9% 

2 健 保一物 価 8.7 

3 公 害ー沖 縄 6.6 

4 公 害ー老人福祉 6.0 

5 健 保老人福祉 5.6 

6 老人福祉物 価 5.3 

7 健 保一公 害 4.0 

北法24(1・50)50



(1) 昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

性別にみた争点・学E釘 IJにみた争点

男 女 l新小(制高学等中hl新|間制高学校I大|時 短学大
物 価 31.4% 39.4% 36.3% 39.6% 22.9% 

2 公 害 36.6 32.4 27.1 39.3 40.4 

3 健康保険制度 23.5 31.4 35.9 25.8 12.8 
争 4 老人福祉 16.0 26.7 26.8 21.4 10.1 
占
5 沖縄返還 21.5 11.4 11.3 17 .9 24.8 

fヘ
一 6 憲法改正 12.8 7.4 7.0 10.0 18.3 

番 7 教 育 9.0 5.2 6.3 5.9 11.9 

と 8 土地・住宅 7.3 5.7 7.4 5.3 8.3 

一 9 安 保 7.6 5.2 5.6 4.4 13.8 
一
番 10 交 通 4.4 4.0 4.9 4.4 1.8 

の 11 日中国交 6.1 2.2 2.1 4.4 8.3 

メは込 12 ベトナム和平 0.6 2.5 1.4 1.2 2.8 

計 13 選挙区制 2.0 0.2 1.1 0.9 1.8 
、ーノ
13 裁判官問題 2.3 1.1 0.9 1.8 

15 国 有 化 0.2 0.3 

N A 19.0 26.1 25.7 18.4 20.2 

N 
200.0 

(344) (404) (284) (341) (109) 

第6・3表

に
比
べ
、
健
康
保
険
制
度
、
老
人
福
祉
、
物
価
を
挙
げ
る

者
の
割
合
が
大
き
い
。

つ
ま
り
、
男
性
に
は
、
外
交
問
題

な
い
し
グ
ラ
ン
ド
イ
ツ
シ
ー
を
挙
げ
る
者
の
割
合
が
大
き

い
の
に
対
し
、
女
性
に
は
内
政
問
題
を
挙
げ
る
も
の
の
割

合
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

争
点
の
挙
げ
方
は
、
学
歴
に
よ
っ
て
も
ま
た
か
な
り
相

違
が
み
ら
れ
る
。
学
歴
の
高
い
者
は
、
低
い
者
に
比
べ
、

公
害
、
沖
縄
返
還
、
憲
法
改
正
、
安
保
、
教
育
、

日
中
国

交
を
挙
げ
る
も
の
の
割
合
が
大
き
い
。
つ
ま
り
学
歴
の
高

い
も
の
は
、
低
い
も
の
に
比
べ
、
外
交
問
題
、
グ
ラ
ン
ド

イ
ッ
シ
ー
を
挙
げ
て
い
る
割
合
が
大
き
い
と
い
え
る
。
公

害
を
挙
げ
る
割
合
は
、
高
い
学
歴
の
者
に
よ
り
大
き
い
と

い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。
重
要
な
も
の
と
し
て
二
つ
の
争

点
が
挙
げ
ら
れ
た
時
、
高
い
学
歴
の
者
の
四
割
は
公
害
を

そ
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
高
い
学
歴

北法24(1・51)51

の
者
に
比
べ
、
低
い
も
の
が
挙
げ
る
割
合
の
大
き
い
も
の

は
、
健
康
保
険
制
度
、
老
人
福
祉
、
物
価
の
い
わ
ゆ
る
内

政
問
題
で
あ
る
。



説'=A 
H川I

性別・学燦別にみた争点

学 !怪 I~間半、学校 lI1 1l1H 1中学 旧W.短大
新 jlllj 学校 が1¥lIJ白i校 大 Aてt

性 別 l男 女 男 女 男 女

物 (而 30.4 40.9 34.9 43.1 26.9 17.1 

2 公 害 27.2 27.0 43.2 36.4 43.3 36.6 
争
3 健康保険制度 33.6 37.7 21. 2 29.2 10.4 17.1 

占
4 老人招社 23.2 29.6 14.4 26.7 7.5 14.6 /戸、
5 沖縄返還 18.4 5.7 21.9 14.9 28.4 19.5 

有i= 6 窓法改正 11.2 3.8 12.3 8.2 17.9 19.5 

日 7 教 育 7.2 5.7 8.2 4.1 14.9 7.3 

と 8 土地・住宅 9.6 5.7 6.2 4.6 6.0 12.2 

9 安 保 8.0 3.8 4.1 4.6 13.4 14.6 一
千存 10 交 通 4.0 5.7 5.5 3.6 3.0 

日 11 日中間交 4.0 0.6 6.8 2.6 9.0 7.3 
の 12 ベトナム和子- 0.8 1.9 0.7 1.5 
{ 、I 13 選挙区制 1目6 0.6 2.1 3.0 

14 裁判官問題 2.4 2.1 3.0 

15 国 有 イヒ 0.5 

N A 18.4 31. 4 16.4 20.0 16.4 26.3 

N 12000l2川 |2000 i20001mlm 
(125) I (146) I (67) I (159) I (195) I (41) 

第6・4表

学
廃
の
高
い
も
の
と
低
い
も
の
と
こ
の
相
違
は
、
男

:iti去24(1・52)52

性
と
女
性
と
の
相
違
と
そ
の
性
質
に
お
い
て
か
な
り
類

似
し
て
い
る
。

一
般
的
に
男
性
の
方
が
女
性
よ
り
も
学

歴
の
高
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
学
歴
と
争
点
と
の
相

関
は
、
性
別
に
よ
る
相
違
か
ら
く
る
み
せ
か
け
の
和
問

に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
逆
に
性
別
と

争
点
と
の
相
関
は
学
歴
に
よ
る
相
違
か
ら
く
る
み
せ
か

け
の
相
聞
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が

生
ず
る
。
第
六
・
四
表
の
三
章
一
グ
ロ
ス
表
は
、
学
肢
に

よ
る
争
点
の
挙
げ
方
の
相
違
が
大
き
い
が
、

し
か
し
、

性
別
に
よ
る
相
違
も
無
視
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
ず
、
男
性
と
女
性
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
学
歴
に
よ
っ
て
挙
げ
ら
れ
た
争
点
の
割
合
が
ど
の

よ
う
に
相
違
し
て
い
る
か
を
み
よ
う
o

男
性
の
場
合
に

も
、
女
性
の
場
合
に
も
、
全
体
と
し
て
学
歴
に
よ
る
相

違
と
し
て
指
摘
し
た
こ
と
が
、
す
べ
て
の
争
点
に
つ
い

て
、
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
男
女
の
別
に

か
か
わ
り
な
く
、
学
歴
の
高
い
も
の
は
低
い
も
の
に
比



ベ
、
公
害
、
沖
縄
返
還
、
憲
法
改
正
、
安
保
、

日
中
国
交
、
教
育
の
外
交
問
題
な
い
し
グ
ラ
ン
ド
イ
ツ
シ
ュ
ー
を
挙
げ
る
も
の
の
割
合
が

大
き
く
、
学
歴
の
低
い
も
の
は
高
い
も
の
に
比
べ
、
物
価
、
健
康
保
険
制
度
、
老
人
福
祉
を
挙
げ
る
も
の
の
割
合
が
大
き
い
。

つ
ま
り
、

性
別
に
関
係
な
く
、
学
歴
に
よ
っ
て
争
点
の
挙
げ
方
は
相
違
し
て
い
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
他
方
性
別
に
よ
る
相
違
も
見
の
が
せ
な

ぃ
。
学
歴
が
同
じ
者
に
あ
っ
て
も
、
性
別
に
よ
る
争
点
の
挙
げ
方
の
相
違
と
し
て
前
に
指
摘
し
た
こ
と
が
、
二
・
三
の
例
外
は
あ
る
も
の

の
、
大
む
ね
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
学
歴
の
い
か
ん
を
間
わ
ず
沖
縄
返
還
、
教
育
、
日
中
国
交
を
挙
げ
る
も
の
の
割
合
は
、

)
 
1
 
(
 

女
性
よ
り
も
男
性
に
大
き
く
、
健
康
保
険
制
度
、
老
人
福
祉
を
挙
げ
る
も
の
の
割
合
は
逆
に
男
性
よ
り
も
女
性
に
大
き
い
。
例
外
は
す
べ

昭和何年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

て
学
歴
の
寸
前
い
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。
学
歴
の
高
い
女
性
に
は
、
学
歴
の
高
い
男
性
に
比
べ
、
憲
法
改
正
、
安
保
を
挙
げ
る
も
の
の
割

合
が
極
く
僅
か
で
は
あ
る
が
大
き
く
、
逆
に
物
価
を
挙
げ
る
も
の
の
割
合
が
小
さ
い
。
学
歴
の
高
い
女
性
の
特
殊
な
性
格
が
み
ら
れ
る
と

い
え
よ
う
。

何
を
重
要
な
争
点
と
す
る
か
は
、
支
持
政
党
に
よ
っ
て
異
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
六
・
五
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

サ
ン
プ
ル
数
ば
少

な
い
が
、
公
明
党
支
持
者
と
共
産
党
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
対
照
的
で
あ
る
。
共
産
党
支
持
者
に
は
、
沖
縄
返
還
、

正
、
日
中
国
交
、

安
保
、

憲

法

改

つ
ま
り
外
交
問
題
な
い
し
グ
ラ
ン
ド
イ
ツ
シ
ユ
ー
を
挙
げ
る
者
の
割
合
が
他
党
の
支
持
者
に
比
べ
最
も
大
き
い
。
こ
れ

に
対
し
、
公
明
党
支
持
者
に
は
、
こ
れ
ら
の
争
点
を
挙
げ
る
も
の
の
割
合
が
小
さ
く
、
公
害
、
物
価
、
老
人
福
祉
の
三
つ
を
挙
げ
る
者
の

割
合
が
他
党
の
支
持
者
に
比
べ
最
も
大
き
か
っ
た
。
特
に
公
明
党
支
持
者
の
う
ふ
り
半
分
は
、
公
害
を
重
要
な
争
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
何
を
民
要
な
争
点
と
す
る
か
に
つ
い
て
白
民
党
支
持
者
と
社
会
党
支
持
者
と
の
相
違
は
、
そ
れ
ほ
ど
若
し
く
は
な
い

が
、
い
く
つ
か
の
争
点
に
つ
い
て
は
や
は
り
相
違
が
み
ら
れ
る
。
社
会
党
支
持
者
に
は
、
自
民
党
支
持
者
に
比
べ
、
沖
縄
返
還
、
憲
法
改

正
、
安
保
を
挙
げ
る
者
の
割
合
が
大
き
く
、
こ
れ
に
対
し
、
自
民
党
支
持
者
に
は
、
健
康
保
険
制
度
、
老
人
福
祉
、
教
育
を
挙
げ
る
者
の

割
合
が
や
や
大
き
か
っ
た
。
概
し
て
、
社
会
党
支
持
者
は
れ
民
党
支
持
者
に
比
べ
、
外
交
問
題
を
重
要
な
争
点
と
す
る
傾
向
が
あ
る
の
に

jヒi.t24(1・53)53



論説

第6・5表支持政党別にみた争点

支 持 政 3t 

自民|社会|公明|民社l共産|特になし
物 価 32.4% 36.0% 42.5% 29.4% 25.7% 41.4% 

2 公 d同z 34.2 35.6 50.0 29.4 37.1 30.2 

3 健康保険制度 32.4 25.3 25.0 29.4 14.3 27.8 
争占 4 老人福祉 24.9 17.4 32.5 23.5 8.6 23.5 

5 沖縄返還 1l. 1 20.2 10.0 5.9 40.0 15.4 
第

一 6 憲法改正 8.0 13.0 5.0 17.6 20.0 6.2 

番 7 教 育 10.7 6.3 2.5 11.8 5.6 
目 8 土地・住宅 5.8 7.9 5.0 1l.8 5.7 5.6 
と
第 9 安 保 3.1 7.9 5.0 5.9 22.9 5.6 

番
10 交 i盈 4.9 3.6 5.0 5.9 4.9 

目 11 日中国交 3.1 3.2 5.0 1l.8 14.3 3.1 
の 12 ベトナム和平 2.2 2.0 2.5 2.9 メ口込

計 13 選挙区制 0.9 l.2 2.5 2.9 0.6 
、町ノ

14 裁判官問題 0.4 1.6 l.9 

15 国 有 化 0.4 

N A 25.4 20.0 7.5 17.7 5.7 28.4 

N |200oi2000|200Dl200012000 I2000 
(225) I (253) I (40) I (17) I (35) I (162) 

い的でげ異あ産い性よ 小で 日 t土 政対
ずなあ方はる党か別 支さほ中 jilU 問 し
れ公る の 、が支と にに持かぼ国党 も題

、

も 明 。相「 、持い よ異政 つ同交友 つを自
サ党た異公こ で う る な党た じを持と重民
ン支だ と 害のは疑相るに 。で挙者 も要党
プ持 は」両学し‘違と よ あげの な支
ノレ者争ほを党歴がかい マコ り る間公争持
数と点ぼ除支に残 ら う て

、
もで害点者

が共の対 L、持 よ る く ，山、、‘、
、
しの

、
と 』主

少産挙応てにる O る も重 かのそ物す社
な党げ し

、
よ 相特み 要 も割れ価る会

い支方て学る異にせそ と 他合程を傾党
の持にい歴争が公かれさ のは違挙向支
で者おるに点大明けはれ 二両いげが持
Iこ L 、 カミ よ の き党の学る 党党はる あ者
こって らる挙か支相歴争 に支な も る よ
のい最な争げ つ持関あ点 比持いの と り
点て も お点ブj た者でるが ベ者 。のし、 も
をは対さ ののの と t土、 L、 ラー 最 のま割え

、
'-

枚 、 O{{ ら挙相で共なはの も 間た合 よ p~ 
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昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

性別・支持政党別にみた争点

性 )51j 男 女

支持政党 自 民|社 4l除Z 自 民|社 会

物 価 27.2% 32.0% 36.9% 39.7% 

2 公 害 35.0 37.7 33.6 33.6 
争
3 健康保険制度 28.2 23.0 36.1 27.5 

点
4 老人福祉 18.4 15.6 30.3 19.1 

" 一 5 沖縄返還 15.5 25.4 7.4 15.3 

番 6 憲法改正 12.6 16目4 4.1 9.9 

目 7 教 育 15.5 7.4 6.6 5.3 

と 8 土地・住宅 5.8 8.2 5.7 7.6 

9 安 保 3.9 9.0 2.5 6.9 

番 10 交 通 4.9 3.3 4.9 3.8 

目 11 日中国交 4.9 4.9 1.6 1.5 

の 12 ベトナム和平 1.6 4.1 2.3 
メ口込 13 選挙区制 1.9 2.5 

計 13 裁判官問題 1.0 3.3 
、ーノ
15 国 有 化

N A 25.2 9.8 25.4 27.5 

N 
200.0 

(103) (122) (122) (131) 

第 6・6表

討
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
争
点
の
挙

げ
方
は
、
性
別
、
学
歴
に
よ
っ
て
か
な
り
相
異
が
見
ら

れ
て
い
た
か
ら
、
自
民
党
と
社
会
党
支
持
者
に
つ
い
て

だ
け
で
は
あ
る
が

性
別
、

あ
る
い
は
学
歴
別
に
み
た

場
合
に
も
、
な
お
、
両
党
の
支
持
者
の
間
で
は
、
争
点

の
挙
げ
方
に
相
異
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て

み
よ
う
o

第
六
・
六
表
の
性
別
、
支
持
政
党
と
争
点
の

三
重
ク
ロ
ス
表
か
ら
、
全
体
と
し
て
の
自
民
党
支
持
者

と
社
会
党
支
持
者
と
の
聞
に
見
ら
れ
た
争
点
の
挙
げ
方

の
相
異
は
、
両
政
党
支
持
者
を
さ
ら
に
性
別
に
み
た
場

合
に
も
、

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
す
な
わ
ち
、
男
性
の
場
合
に
も
、
女
性
の
場
合

に
も
自
民
党
支
持
者
は
社
会
党
支
持
者
に
比
べ
、
健
康

保
険
制
度
、
老
人
福
祉
、
教
育
を
挙
げ
る
も
の
の
割
合

が
大
き
い
。
た
だ
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
男
性
の

;jヒ法24(1・55)55

場
合
に
は
両
党
の
支
持
者
の
聞
の
相
違
は
極
く
小
さ
い

が
、
女
性
の
場
合
に
は
両
者
の
相
違
が
か
な
り
大
き
い

点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
男
性
の
場
合
も
、
女
性
の
場



さごム 号同
日冊 目じ

第6・7表学歴別・支持政党別にみた争点

学 歴 〔高等制l〕小学校 旧制中学 !日専，短大
新中学 新制l高校 大 寸"'"ι一

支持政党 自民|社会 自民|社会 自民|社会

物 f而 33.0% 38.7% 34.7% 39.8% 27.6% 17目9%

2 公 ゴ8 30.8 23.7 34.7 44.9 48.3 38.5 
争 3 健康保険制度 36.3 39.8 33.7 20.3 17.2 7.7 
}、，、司z 、
4 老人福祉 30.8 22.6 23.5 16.9 13.8 5.1 

〆ヘ
5 沖縄返還 9.9 16.1 14.3 22.0 6.9 25.6 

番 5 窓法改正 9.9 5.4 6.1 12.7 10.3 33.3 

目 7 教 育 7.7 5.4 10.2 4.2 20.7 15.4 

と 8 土地・住宅 4.4 10.8 6.1 4.2 10.3 12.8 

9 安 保 3.3 7.5 1.0 6.8 6.9 12.8 

番 10 交' 通 5.5 5.4 5.1 3.4 3.4 

目 11 日中国交 1.1 2.2 4.1 4.2 6.9 2.4 

の 12 ベトナム和平 1.1 1.1 2.0 1.7 3.4 5.1 
メcl、 13 選挙区制 1.0 1.7 3.4 2.6 

13 裁判官問題 1.1 1.0 1目7 2.6 、】J
15 国 化

N A 25目3 I 20. 4 I 21. 4 I 15. 3 I 20. 7 I 17目9

N i2000 lm12000 lmlmド00.0
(91) I (93) I (98) I (118) I (29) I (39) 

い党は康持党育る相 と支る点両い組合
と支妥保者支を 。進 しす持 o こ党 。返も

は持当険の持挙第はかる者つつ支さ還社
いの し制学者げ六

、
しカ通 と ま い持 ら 、 lヱコ〉ミ、

え健康 な度歴にる 支、に社り て者に宮、党
な いをによ者七持同相会性 もの 、法改 支
い保 。挙関 り の表者党違党別 間公 持
か険学げ係大割にののが支に男で害正者
ら制歴るなき合示学支あ持よ性は、をに
で)立のもしいはし歴持る者るとほ物価 挙は
あを低のにとお;たに者とと相女と げ自
る挙いにいい会よょにいで遠性ん去る民
。げ者つえう党うつようはととど も党
いるのいるこ支にてるこ、はで違 Zの支
い者場てのと持、や争と何独は L、 の持
かの合はでは者老や点にを立ほが去割者
え割に、あ:に人兵のな 111: vミぼなの合に
る合はこるいIJ 比加な挙る前一 向い μ~~U ヵ s 比
とが、のが党ベ祉つげ O な自じと Iムコ 込ベ
、大白こ、の白、て方 争民でい 大
低き民と健支民教いの 点党あう弓き沖
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い
学
歴
の
社
会
党
支
持
者
に
は
健
康
保
険
制
度
を
挙
げ
る
者
の
割
合
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
沖
縄
返
還
と
安
保
を
挙
げ
る
者

の
割
合
は
、
学
歴
の
い
か
ん
を
間
わ
ず
、
白
民
党
支
持
者
よ
り
も
社
会
党
支
持
者
に
よ
り
大
き
い
の
で
あ
る
が
、
憲
法
改
正
を
挙
げ
る
者

に
つ
い
て
は
、
学
歴
の
低
い
者
の
場
合
に
は
自
民
党
支
持
者
に
む
し
ろ
そ
れ
を
挙
げ
る
割
合
が
僅
か
で
あ
る
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
自
民

党
支
持
者
の
場
合
に
は
、
憲
法
改
正
を
争
点
と
し
て
挙
げ
る
者
の
割
合
は
、

UMM
い
学
歴
の
者
と
低
い
学
歴
の
者
と
で
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い

の
で
あ
る
。

昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動 (1) 

七

「
活
動
的
」
な
人

投
票
行
動
以
外
の
選
挙
に
関
す
る
政
治
的
行
為
に
つ
い
て
「
今
凹
の
選
挙
で
体
育
館
や
講
堂
・
集
会
所
な
ど
で
行
な
わ
れ
た
演
説
会
に

行
き
ま
し
た
か
し
、

「
あ
る
候
補
に
つ
い
て
、
他
の
人
に
す
す
ん
で
話
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
二
つ
の
質
問
を
行
な
っ

た
。
こ
の
質
問
に
肯
定
的
に
答
え
た
人
の
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
で
あ
る
。

演
説
会
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
者

九
・
六
%

他
の
人
に
す
す
ん
で
話
し
を
し
た
こ
と
の
あ
る
者

一
七
・
九
%

演
話
会
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
者
は
ほ
ぼ
一

O
人
に
一
人
、
特
定
候
補
に
つ
い
て
他
の
人
に
話
し
か
け
る
と
い
う
形
で
選
挙
に
お
い
て

他
の
人
に
働
き
か
け
を
し
た
こ
と
の
あ
る
者
は
ほ
ぼ
六
人
に
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
般
に
、
あ
る
政
治
的
行
為
を
行
な
う
も
の
は
、
他
の
政
治
的
行
為
も
行
な
う
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
サ
ン

ブ
ル
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
第
七
・
一
表
に
示
し
た
よ
う
に
演
説
会
へ
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
者
に
は
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い
者

に
比
べ
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
が
か
な
り
大
き
い
。
演
説
会
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
者
の
う
ち
四
二
%
、

つ
ま
り
一
九
人
に
二
人

は
他
の
人
に
働
き
か
け
を
し
て
い
る
が
、
演
説
会
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
者
の
場
合
に
は
、

一
六
%
、

つ
ま
り
六
、
七
人
に
一
人
に
す
ぎ

な
い
。
ま
た
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
は
、
働
き
か
け
を
し
た
こ
と
の
な
い
者
に
比
べ
演
説
会
に
行
っ
た
者
の
割
合
は
か
な

北1よ;24(1・57)57
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第 7・2表

他の人に働とき
かけたこが

ある|ない

演
行 た 22.6% 7.2% 説

Jコ

メZ全"
行かなかった 77.4 

J¥、

N |1000|1000 
(133) I (587) 

第7・1表

演説会へ

行った かった

他働た
あ る 41.7% 15.9% 

のきこ
人かと
な L 、 58.3 84.1 

へけが

N l1000 l1000 
(72) I (648) 

り
大
き
い
。
第
七
・
二
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
の
う
ち
二

::Itij、24(1・58)58

三
%
つ
ま
り
四
、
五
人
に
一
人
は
演
説
会
に
行
っ
て
い
る
が
、
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
な

い
者
の
場
合
に
は
、
演
説
会
に
行
っ
た
者
は
七
%
つ
ま
り
一
四
人
に
一
人
と
極
く
僅
か
に
す
ぎ
な

ぃ
。
以
上
の
こ
と
会
ら
一
方
の
政
治
的
行
為
を
行
な
う
も
の
は
他
方
の
政
治
的
行
為
を
も
行
な
う

傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
可
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
政
治
的
行
為
を
比
べ
て
み
る
と
、

演
説
会
に
行
っ
た
者
の
う
ち
四
一
・
七
%
は
他
の
人
に
働
き
か
け
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
他
の

人
に
働
き
か
け
を
し
た
者
の
う
ち
で
演
説
会
に
行
っ
た
者
は
二
二
・
六
%
に
す
ぎ
な
い
。

「
前
説

会
に
行
く
」
こ
と
は
「
あ
る
候
補
者
に
つ
い
て
他
の
人
に
す
す
ん
で
話
し
を
す
る
L

こ
と
よ
り
も

よ
り
「
活
動
的
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。

選
挙
に
お
い
て
活
動
的
な
人
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
演
説
会
に
行
つ

た
こ
と
の
あ
る
者
は
わ
れ
わ
れ
の
サ
ン
プ
ル
で
は
数
が
少
な
い
の
で
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
に

つ
い
て
そ
の
特
性
を
み
て
み
よ
う
(
第
七
・
二
一
表
)

0

他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
者
の
割
合
は
男
性
と
女
性
と
で
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
年
令
に

よ
っ
て
も
そ
れ
程
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な
い
が
、
三
五
才
か
ら
四
九
才
の
年
令
層
に
他
の
人
に

働
き
か
け
た
者
の
割
合
が
僅
か
な
が
ら
大
き
い
。
し
か
し
、
三
五
才
か
ら
四
九
才
の
年
令
嗣
と
い

っ
て
も
、
男
性
と
女
性
と
で
は
か
な
り
追
っ
て
い
る
。
こ
の
年
令
層
の
男
性
に
は
他
の
人
に
働
き

か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
の
割
合
の
割
合
は
特
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の

年
令
屑
の
女
性
に
は
そ
の
割
合
が
最
も
大
き
い
の
で
あ
る
(
男
一
七
・
三
%
、
女
二
二
・
五
%
)
。



昭和46年参議院議長選挙における札幌市住民の投票行動 (1) 

第 7・3表他の人に働きかけたことのある者の特性

酔一 1|| 性 { 男 18.61 (344): 入っている 33.31 (240) 

l 女 17.4|〔404〉!|!団労組 22.51 (94) 

17.5 (331) 同 好 会 35.0 (60) 
年

(叫35 ~ 49 才 20.2 体 21.6 (37) 
45 入
50 才以上 16.6 (199)i 職業団体 36.8 

20 ~ 34 才 21.21 (1日1 宗教団体 52.7 (55) 

性男1~~ 49 才 17.3i (98) 
入っていない 11.6 (476) 

50 才以上 15.61 (90) 援後会 j入っている 33.1 (130) 
年
20 ~ 34 才 14.31 (175) に l入っていない 15.2 (572) 

令女 l~~ 49 才
22.5 (120) 政 かなり強〈 39.1 (92)1 

党
50 才以上 17.4 (109) 支 強 く 25.0 (208)1 

持
(311)1 15.1 (284) の 強く な く 11.3 

Aで主f4-与

旧 制高中学
強

新制 校
18.8 (341) さ 支持政党なし 8.0 

歴
旧専，短大，大学 23.9 (109) ( j政党本位 28.4 (211) 

社「」ー力「」関 ともに知ってい
党
|やや政党22.3 (349) 16.0 (162) 

公証をf一る方だけ知って カミ

20.0 (125) 両 方 14.7 (170) 
民協共 いる 人
共 ともに知らない 11.7 (274) やや人物 15.9 (88) 

カミ

29.5 (149) 人物本位 7.7 (104) 

挙テ ときどき見た 16.5 (442) 日 民 16.4 (225) 

民主 ほとんど見なか
支

16.9 (~7~i ネ上 メZ全三恥Z 19.8 (253) 
すを った 持
見なかった 7.0 (71) 公 明 45.0 (40) 

政
民 社 11.8 (17) 

3't 
オ::It、- 産 37.1 (35) 

北t1ミ24(1・59)59



説

の
年
令
層
に
は
他
の
人
に
働
き
か
け
た
割
合
が
最
も
小
さ
い
(
男
一
一
一
・
二
%
、
女
一
四
・
三
%
)
。

男
性
の
場
合
に
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
が
設
も
大
き
い
年
令
は
三
四
才
以
下
の
若
い
年
令
層
で
あ
る
が
、
女
性
の
場
合
に
は
こ

百日

他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
の
割
合
は
学
歴
に
よ
っ
て
異
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
学
歴
の
高
い
者
ほ
ど
そ
の
割
合
が
や
や
大
き

者
の
場
合
一
五
%
つ
ま
り
六
、

七
人
に
一
人
で
あ
る
が
、
高
い
学
歴
の
者
の
場
合
に
は
二
四
%
つ
ま
り
四
、

い
と
は
い
え
る
が
、
そ
の
違
い
は
そ
れ
程
大
き
く
は
な
い
。
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
と
答
え
た
も
の
の
割
合
は
低
い
学
歴
の

五
人
に
一
人
と
い
う
こ
と
に

な
る
。「
活
動
的
」
で
あ
る
こ
と
は
、
山
中
に
学
歴
に
関
係
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
実
際
の
政
治
に
関
す
る
知
識
を
も
っ
て
い
る
程
度
に
も

関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
、

「
社
共
共
闘
」

「
社
公
民
協
力
」
と
い
う
二
つ
の
言
葉
に
つ
い
て
被
調
査
者
に

対
し
て
こ
の
一
言
葉
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
。
こ
の
言
葉
は
調
査
が
行
な
わ
れ
た
四
三
年
参
議
院

選
挙
に
お
い
て
野
党
協
力
を
進
め
る
場
合
の
二
つ
の
政
治
路
線
と
し
て
特
に
問
題
に
な
っ
た
言
葉
で
あ
っ

た
o

下
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
全
体
の
半
数
以
上
は
「
社
共
共
闘
し
な
い
し
「
社
公
民
協
力
」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
る
と
答
え
て
い
る
が
、

「
社
共
共
闘
」
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
者
が
「
社
公
民
協
力
」
を
知

っ
て
い
る
と
答
え
た
者
よ
り
も
や
や
多
い
。
い
ず
れ
か
一
方
を
知
っ
て
い
る
者
の
多
く
は
、
他
方
と
も
知
つ

て
い
る
が
、
特
に
「
社
公
民
協
力
」
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
て
「
社
共
共
闘
」
を
知
ら
な
い
と
答
え
た
者
は

極
く
少
な
い
。
こ
の
種
の
「
テ
ス
ト
」
は
被
調
査
者
の
回
答
に
ど
の
程
度
信
頼
が
お
け
る
か
が
問
題
と
な
る

が
、
上
述
の
結
果
か
ら
被
調
査
者
の
回
答
が
全
く
ラ
ン
ダ
ム
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
い
え
よ
う
。

さ
て
、
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
の
割
合
は
、
こ
の
二
つ
の
言
葉
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
と

「社公民協力」を

実IJっている 角lらなし、(1)

58.7 12.0 46.7 
カlってい
る

知らない
(1) 

「
社
共
共
闘
」
を

41.3 

100.0% 

36.6 4.7 
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答
え
た
者
に
よ
り
大
き
い
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
を
両
方
と
も
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
者
の
二
二
%
は
他
の
人
に
働
き
か
け
を
し
た
こ
と

が
あ
る
の
に
対
し
、
両
方
と
も
に
知
ら
な
い
と
答
え
た
者
の
場
合
に
は
他
の
人
に
働
き
か
け
を
し
た
者
の
訓
合
は
お
よ
そ
そ
の
半
分
の
一

二
克
に
す
ぎ
な
い
。

他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
の
割
合
は
ま
た
、
選
挙
に
関
す
る
テ
レ
ビ
を
よ
く
見
た
者
に
よ
り
大
き
い
。
選
挙
に
関
す
る
テ

レ
ど
を
「
と
き
ど
き
見
た
」
と
答
え
た
者
と
「
ほ
と
ん
ど
見
な
か
っ
た
し
と
答
え
た
者
と
の
間
で
は
、
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ

昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動 (1) 

る
者
の
割
合
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、

「
よ
く
見
た
」
と
「
見
な
か
っ
た
」
と
と
も
に
端
的
な
答
え
を
し
た
者
の
問
で
は
、

そ
の
ヰ
両
日

「
よ
く
見
た
」
者
の
う
ち
一
二
O
%
は
他
の
人
に
働
き
か
け
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、

「
見
な
か
っ
た
」
者
の
場
合

い
は
か
な
り
大
き
い
。

に
は
七
%
と
極
く
僅
か
で
あ
る
。
政
治
的
に
活
動
的
で
あ
る
こ
と
と
政
治
的
関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
と
は
、

や
は
り
強
い
関
係
が
あ
る

と
い
え
よ
う
。

政
治
的
に
活
動
的
で
あ
る
こ
と
は
、
種
々
の
政
治
的
集
団
、
団
体
へ
の
参
加
・
活
動
と
い
う
こ
と
に
も
関
係
し
て
い
る
と
い
え
る
。

わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
、
労
働
組
合
、
同
好
会
(
趣
味
の
会
〉
、
会
社
内
の
同
好
会
、
職
業
団
体
(
商
市
会
)
、
宗
教
団
体
(
教
会
)
の

五
つ
の
団
体
を
挙
げ
、

そ
れ
ら
に
加
入
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
。
全
体
の
三
二
・
四
%
つ
ま
り
ほ
ぼ
三
人
に
一
人
は
こ
れ
ら
の
団

体
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
に
加
入
し
て
い
る
と
答
え
た
。

こ
れ
ら
の
団
体
に
加
入
し
て
い
る
者
に
は
、
加
入
し
て
い
な
い
者
に
比
べ
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
の
割
合
が
大
き
い
。

こ
れ
ら
の
団
体
の
い
ず
れ
か
に
入
っ
て
い
る
者
の
う
ち
三
一
二
%
、

つ
ま
り
三
一
人
に
一
人
は
、

「
あ
る
候
補
者
に
つ
い
て
、
他
の
人
に
す
す

ん
で
話
し
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
い
ず
れ
に
も
入
っ
て
い
な
い
人
の
場
合
に
は
、
他

の
人
に
働
き
か
け
た
者
は
一
二
%
つ
ま
り
九
人
に
一
人
に
す
ぎ
な
い
。

確
か
に
団
体
に
加
入
し
て
い
る
者
と
加
入
し
て
い
な
い
者
と
の
差
を
見
る
場
合
に
は
今
挙
げ
ら
れ
た
数
字
に
つ
い
て
は
注
志
が
必
要
で
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説

あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
上
記
の
五
つ
の
団
体
に
加
入
し
て
い
る
者
の
う
ち
で
も
、
宗
教
団
体
に
加
入
し
て
い
る
者
に
お
い
て
他
の
人
に

働
き
か
け
を
し
た
者
の
割
合
が
五
三
%
と
特
に
大
き
く
、
こ
の
宗
教
団
体
に
加
入
し
て
い
る
者
の
か
な
り
の
部
分
が
創
価
学
会
へ
の
加
入

一三ム
nUH 

者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
団
体
に
加
入
し
て
い
る
と
答
え
た
者
の
四
五
・
五
%
は
公
明
党
支
持
者
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
後
に
み
る
よ
う
に
、
公
明
党
支
持
者
に
は
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
が
他
の
政
党

の
支
持
者
に
比
べ
か
な
り
大
き
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
上
記
の
五
つ
の
団
体
に
加
入
し
て
い
る
者
の
う
ち
で
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と

の
あ
る
者
の
割
合
に
は
、
創
価
学
会
・
公
明
党
支
持
者
と
い
う
特
殊
な
要
因
が
入
り
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
人
に
働
き

か
け
を
し
た
と
と
の
あ
る
者
の
割
合
が
、
団
体
に
加
入
し
て
い
な
い
者
に
比
べ
加
入
し
て
い
る
者
に
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
宗

教
団
体
に
そ
れ
が
大
き
い
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
上
記
の
五
つ
の
団
体
か
ら
宗
教
団
体
を
除
い
て
四
つ
の
団
体
が
加
入
者
に
つ
い
て
見
た

場
合
に
も
、
団
体
加
入
者
の
二
七
・
六
%
は
他
の
人
に
働
き
か
け
を
し
て
お
り
、
団
体
に
加
入
し
て
い
な
い
者
の
場
合
の
一
一
・
六
%
に

比
べ
か
な
り
そ
の
割
合
が
大
き
い
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

宗
教
団
体
を
除
く
四
つ
の
団
体
の
う
ち
ど
の
団
体
に
加
入
し
て
い
る
者
に
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
の
割
合
が
大
き
い
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ン
プ
ル
数
が
小
さ
く
有
意
差
は
な
い
が
、
職
業
団
体
(
商
出
会
)
、
同
好
会
(
趣
味
の
会
)

に
そ
の
割
合
が
大
き
く
、
労
働
組
合
、
会
社
内
同
好
会
に
入
っ
て
い
る
者
に
そ
の
割
合
が
小
さ
い
と
い
え
よ
う
。
労
働
組
合
員
で
あ
る
と

答
え
た
者
の
う
ち
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
は
二
二
・
五
%
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
労
働
組
合
に
入
っ
て
い
る
と
は
答
え
て

い
な
い
者
よ
り
は
大
き
い
が
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
他
の
団
体
加
入
者
に
お
け
る
他
の
人
に
働
き
か
け
ら
れ
た
者
の
割
合
と
比
べ
る
と
小

さ
い
。後

援
会
に
入
っ
て
い
る
者
に
は
入
っ
て
い
な
い
者
に
比
べ
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
が
大
き
い
。
後
援
会
に
入
っ
て
い
る
老
の

% 

つ
ま
り
三
人
に
一
人
は
他
の
人
に
働
き
か
け
を
し
て
い
る
が
、
後
援
会
に
入
っ
て
い
な
い
者
の
場
合
に
は
他
の
人
に
働
き
か
け
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た
者
の
割
合
は
一
五
%
つ
ま
り
六
、
七
人
に
一
人
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
後
援
会
に
入
っ
て
い
る
者
は
確
か
に
入
っ
て
い
な
い
者
に

比
べ
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
は
大
き
い
と
い
え
る
が
、

そ
の
割
合
は
上
述
の
五
つ
の
い
わ
ば
「
社
会
的
L

団
体
に
入
っ
て
い
る

者
に
比
べ
特
に
大
き
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
o

「
活
動
的
L

で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
政
党
支
持
の
強
さ
と
は
関
係
が
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
よ
み
と
れ
る
。
政
党
支
持
の
程
度
の
強
い

者
ほ
ど
他
の
人
に
働
き
か
け
を
し
た
者
の
割
合
が
大
き
い
。
あ
る
政
党
を
「
か
な
り
強
く
」
支
持
す
る
と
符
え
た
者
の
三
九
%
が
他
の
人

昭和何年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動 (1)

に
働
き
か
け
を
し
て
お
り
、

「
強
く
な
い
し
支
持
者
の
場
合

一
強
く
」
支
持
す
る
者
の
場
合
に
は
二
五
%
と
そ
れ
よ
り
も
小
さ
く
な
り
、

に
は
一
一
一
%
と
一
一
層
小
さ
く
な
る
o

さ
ら
に
支
持
政
党
を
特
に
も
っ
て
い
な
い
者
の
場
合
に
は
、
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者

の
訓
合
は
八
%
と
極
く
小
さ
く
な
る
o

他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
の
割
合
は
、

ま
た
、
投
票
に
際
し
人
物
本
位
で
投
票
す
る
と
符
え
た
者
に
比
べ
、
政
党
本
位
で

投
票
す
る
と
答
え
た
者
に
は
る
か
に
大
き
い
。
人
物
本
位
に
投
票
す
冶
と
答
え
た
者
の
う
ち
で
、
他
の
人
に
働
き
か
け
を
し
た
者
は
わ
ず

か
八
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
政
党
本
位
で
投
票
す
る
と
答
え
た
者
の
場
合
に
は
そ
の
一
二
倍
の
二
八
%
の
人
が
他
の
人
に
働
き
か
け
を
し
て

い
る
。
先
に
に
み
た
他
の
人
へ
の
働
き
か
け
と
政
党
支
持
強
さ
の
程
度
の
相
関
関
係
を
含
め
、
こ
の
こ
と
は
、
選
挙
に
お
け
る
「
活
動
性
」

と
「
党
派
性
L

の
密
接
な
関
係
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
o

「
党
派
性
し
の
強
い
人
に
「
活
動
的
」
な
人
が
多
い
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
支
持
政
党
に
よ
っ
て
「
活
動
的
」
な
人
の
割
合
に
は
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
は
五
つ
の

政
党
の
支
持
者
の
う
ち
で
公
明
党
支
持
者
に
最
も
大
き
く
、
公
明
党
支
持
者
の
実
に
四
五
%
が
他
の
人
に
働
き
か
け
を
し
て
い
る
。
公
明

党
支
持
者
に
次
い
で
共
産
党
支
持
者
に
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
が
大
き
い
。
白
民
・
社
会
両
党
支
持
者
に
は
公
明
・
共
産
両
党

支
持
者
に
比
べ
、
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
は
か
な
り
小
さ
く
、

ま
た
両
党
支
持
者
の
聞
で
そ
の
割
合
は
そ
れ
ほ
ど
差
が
な
い
。

演
説
会
に
行
っ
た
人
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
支
持
政
党
に
よ
る
相
違
は
、
こ
れ
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
(
第
七
・
四
表
)
。
公
明
党
支
持
者
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説

に
は
他
の
政
党
支
持
者
に
比
べ
、
演
説
会
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
者
の
割
合
も
ま
た
最
も
大
き
く
、
公
明
党
支
持
者
の
う
ち
二
五
%
、

ま
り
四
人
に
一
人
は
演
説
会
に
行
っ
た
と
答
え
て
い
る
。
共
産
党
支
持
者
に
は
他
の
政
党
支
持
者
に
比
べ
た
場
合
に
演
説
会
に
行
っ
た
者

ヰ'b.
r1Hif 

の
割
合
は
小
さ
い
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
割
合
は
白
民
党
支
持
者
の
場
合
と
そ
れ
程
差
が
な
い
(
一
四
・
一
二
%
対
二
了
O
%
)
。
社

会
党
支
持
者
に
は
演
説
会
に
行
っ
た
者
の
割
合
が
極
端
に
小
さ
い
こ
と
が
目
立
っ
て
い
る
。
社
会
党
支
持
者
の
う
ち
演
説
会
に
行
っ
た
も

の
は
六
%
と
小
さ
く
、
自
民
党
支
持
者
の
場
合
の
半
分
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
割
合
は
支
持
政
党
を
も
た
な
い
者
の
場
合
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

」
れ
ま
で
は
支
持
政
党
と
は
無
関
係
に
、

「
特
定
の
候
補
に
つ
い
て
他
の
人
に
す
す
ん
で
話
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
活

動
的
な
人
一
般
の
特
性
を
み
て
き
た
。
し
か
し
同
じ
「
活
動
的
」
な
人
と
い
っ
て
も
、
そ
の
人
が
ど
の
政
党
を
支
持
し
て
い
る
か
に
よ
っ

て
具
な
っ
た
特
性
を
示
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

サ
ン
プ
ル
数
の
関
係
で
自
民
党
と
社
会
党
の
支
持
者
に
限
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

ず
こ
の
一
向
党
の
支
持
者
の
う
ち
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
者
一
般
と
対
比
し
た
場
合
ど
の
よ
う
な
特

性
を
示
し
て
い
る
か
、
次
に
問
者
の
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
に
は
ど
ん
な
点
に
相
違
が
あ
る
か
を
見
て
み
よ
う
(
第
七
・

五
去
〉
。

白
氏
支
持
者
の
場
合
に
も
、
社
会
党
支
持
者
の
場
合
に
も
、
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
の
割
合
は
男
性
と
女
性
と
で
ほ
と

ん
ど
差
が
な
い
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
両
党
の
支
持
者
を
比
べ
る
と
、
社
会
党
支
持
者
の
男
性
に
は
、
白
民
党
支
持
者
の
引

性
に
比
べ
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
の
割
合
が
や
や
大
き
い
(
二

0
・
五
%
対
一
五
・
五
%
)
。
男
性
に
つ
い
て
は
社
会
党

支
払
者
の
力
に
い
く
ぶ
ん
活
動
的
な
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

年
齢
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
両
党
支
持
者
の
場
合
い
ず
れ
も
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
は
年
令
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
い
と

は
い
え
な
い
に
し
て
も
や
や
相
違
が
み
ら
れ
る
。
自
民
党
支
持
者
の
場
合
に
は
、
他
の
年
令
府
に
比
べ
五
O
才
以
上
の
年
令
の
者
に
他
の ザつ
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昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動(1)

第 7・4表

演説会に行ったもの

支 自 民 12.0% 

ネ土 メz与z 5.9 

持公 明 25.0 

政民 社 17.6 

共産 14.3 
β'5t. 特になし 6.8 

N 

(225) 

(253) 

(40) 

(17) 

(35) 

(162) 

第 7・5表 自民党支持者と社会党支持者の他の人に

働きかけたことのある者の特性

他の人に働きかけたことのある者の割合

自 N 

% % 

性 J
男 15.5 (103) 20.5 

女 17.2 (122) 19.1 

20 ~ 34 才 16目7 (72) 17.4 

年 (35~49 才 12.5 (64) 23.5 

50 才以上 19.1 (89) 19.6 

イ民 9.9 (91) 15.1 

中 22.4 (98) 21.2 

高 17.2 (29) 28.2 

社「共関 f知っている 20.3 (118) 22.3 

共」 l知らない 12.9 (93) 13.3 
ー..，
社協 j知っている 20.9 (115) 20.9 

ノ良ι、ど→寸 l知らない 13.0 (92) 13.0 

選挙テる よ く 見た 31.0 (42) 32.0 

14.2 (141) 16.5 

す関をピ (ほとんど〕見
なかった

10.0 (40) 25.0 

聾霊識 j l 
中 19.1 (173) 17.8 

下 9.5 (42) 23.9 
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N 

(122) 

(131 ) 

(121) 

(81) 

(51) 

(93) 

(118) 

(39) 

(166) 

(75) 

(138) 

(100) 

(50) 

(158) 

(32) 

(180) 

(67) 



説

人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
が
や
や
大
き
く
、
一
二
五
才
か
ら
四
九
才
ま
で
の
年
令
層
に
や
や
小
さ
い
(
一
九
・
一
%
対
二
了
五
%
)
0

こ
れ
に
対
し
、
社
会
党
支
持
者
の
場
合
に
は
、
他
の
年
令
層
に
比
べ
三
五
才
か
ら
四
九
才
ま
で
の
年
令
眉
に
そ
の
割
合
が
逆
に
大
き
い
。

之メ，
日1111

両
党
の
支
持
者
を
比
べ
た
場
合
に
は
、
三
五
才
か
ら
四
九
才
ま
で
の
社
会
党
支
持
者
に
は
同
年
令
層
の
自
民
党
支
持
者
に
比
べ
他
の
人
に

働
き
か
け
た
者
の
割
合
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
(
二
三
一
・
五
%
対
二
了
五
%
)
。

両
党
支
持
者
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
学
歴
に
よ
っ
て
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
社
会
党
者
の
場
合
に

は
、
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ
と
の
あ
る
者
の
割
合
は
学
歴
が
高
く
な
る
ほ
ど
大
き
い
(
一
五
・
一
%
対
一
二
・
二
%
対
二
八
・
三
広
三

自
民
党
支
持
者
の
場
合
に
は
、
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
は
、
他
の
学
歴
の
者
に
比
べ
中
位
の
学
歴
の
者
に
最
も
大
き
く
(
二
二

-
四
万
)
、
必
ず
し
も
学
歴
が
高
く
な
る
ほ
ど
大
き
く
な
る
と
い
え
な
い
が
、

そ
れ
で
も
低
い
学
歴
の
者
に
比
べ
れ
ば
高
い
学
歴
の
者
に

つ
ま
り
自
民
党
支
持
者
の
場
合
に
も
社
会
党
支
持
者

の
場
合
ほ
ど
き
わ
だ
つ
て
は
い
な
い
が
、
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
活
動
的
」
な
人
の
割
合
は
学
歴
の
高
い
方
に
片
寄
っ
て
い
る
と
い
う
こ

他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
は
よ
り
大
き
い
(
九
・
九
%
対
一
七
・
三
%
)
0

と
に
な
ろ
う
。

「
活
動
的
」
な
人
の
割
合
は
実
際
の
政
治
的
知
識
を
持
っ
て
い
る
者
に
大
き
い
と
い
う
点
で
も
両
党
の
支
持
者
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

自
民
党
支
持
者
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合
は
「
社
共
共
闘
」
な
い
し
「
社
公
民
協
力
」
と
い
う
言
葉
を
知
ら

な
い
と
答
え
た
者
に
比
べ
、
知
っ
て
い
る
と
符
え
た
者
に
大
き
い
(
「
社
共
共
闘
」

一
三
・
O
Z
対
二

0
・
九
%
、

「
社
公
民
協
力
」

三
・
O
V
A
対
二

0
・
九
%
)
。
同
じ
こ
と
は
社
会
支
持
者
の
場
合
に
つ
い
て
も
い
え
る
(
「
社
共
共
闘
」

一
三
・
三
%
対
二
二
・
三
%
、

「
社
公
民
協
力
」

一
七
・
O
%
対
一
二
・
o
w
m
)
0

選
挙
に
閲
す
る
テ
レ
ビ
を
ど
の
程
度
見
て
い
る
か
に
関
し
て
は
、
自
民
党
を
支
持
す
る
「
活
動
的
」
な
人
と
社
会
党
を
支
持
す
る
「
活

動
的
」
な
人
と
の
問
に
は
泣
い
が
み
ら
れ
る
。
自
民
党
支
持
者
の
場
合
に
は
選
挙
に
関
す
る
テ
レ
ビ
を
よ
く
見
る
者
ほ
ど
他
の
人
に
働
き
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か
け
た
者
の
割
合
が
大
き
く
な
る
。
選
挙
に
関
す
る
テ
レ
ビ
を
「
よ
く
見
た
」
と
答
え
た
者
の
う
ち
二
二
%
は
他
の
人
に
働
き
か
け
た
こ

と
が
あ
る
の
に
対
し
、

「
ほ
と
ん
ど
見
な
か
っ
た
」
な
い
し
「
見
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
者
の
う
ち
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
は
一
O
%

に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
社
会
党
支
持
者
の
場
合
に
は
、
確
か
に
「
よ
く
見
た
」
と
答
え
た
者
に
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の
割
合

が
最
も
大
き
い
が
、

「
ほ
と
ん
ど
見
な
か
っ
た
」
な
い
し
「
見
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
者
に
も
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
は
少
な
く
な

ぃ
。
選
挙
に
関
す
る
テ
レ
ビ
を
「
(
ほ
と
ん
ど
〉
見
な
か
っ
た
」
自
民
党
支
持
者
の
う
ち
他
に
働
き
か
け
た
者
は
十
人
に
一
人
に
す
ぎ
な

)
 

旬
』
ム(
 

い
が
、
テ
レ
ビ
を
「
(
ほ
と
ん
ど
〉
見
な
か
っ
た
」
社
会
党
支
持
者
で
も
四
人
に
一
人
は
他
の
人
に
働
き
か
け
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

昭和46年参議院議員選挙における札幌市住民の投票行動

に
な
る
。

階
層
意
識
に
関
し
て
は
自
民
党
を
支
持
す
る
「
活
動
的
」
な
人
と
社
会
党
を
支
持
す
る
「
活
動
的
」
な
人
と
は
特
に
対
照
的
で
あ
る
。

「
下
」
の
階
層
に
属
す
る
と
答
え
た
も
の
に
比
べ
、

「
中
」
と
答
え
た
者
に
他
の
人
に
働
き
か
け
た
者
の

自
民
党
支
持
者
の
場
合
に
は
、

割
合
が
か
な
り
大
き
い
(
九
・
五
%
対
一
九
・
一
%
)
0
こ
れ
に
対
し
社
会
党
支
持
者
の
場
合
に
は
、
逆
に
「
中
」
の
階
層
と
答
え
た
者

よ
り
も
「
下
」
の
階
層
に
属
す
る
と
答
え
た
者
に
そ
の
割
合
が
大
き
い
(
一
七
・
八
%
対
二
三
・
九
%
)
。

〈
附
記
〉
本
稿
で
用
い
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
l
は
、
昭
和
四
六
年
六
月
、
参
議
院
議
員
選
挙
の
直
後
、
北
海
道
政
治
行
政
研
究
会
(
北
海
道
大

学
法
学
部
内
、
代
表
小
川
晃
一
教
授
)
が
行
な
っ
た
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
札
幌
市
の
北
九
条
小
学

校
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
、
北
陽
中
学
の
三
投
票
区
の
有
権
者
六
一
、
五
二
一
名
の
う
ち
有
権
者
名
簿
よ
り
単
純
無
作
為
抽
出
で

一
、
三
五
一
人
の
標
本
を
抽
出
し
、
個
別
面
接
法
に
よ
っ
て
約
一
週
間
調
査
を
実
施
し
た
。
回
収
さ
れ
た
標
本
数
は
七
四
八
で
回
収
率

は
五
五
・
四
%
で
あ
っ
た
。
な
お
、
調
査
実
施
の
当
初
の
標
本
数
は
一
、

一
六
七
人
で
あ
っ
た
が
、
調
査
の
過
程
で
目
標
に
し
て
い
た

標
本
数
を
下
廻
る
数
し
か
回
収
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
そ
れ
が
生
じ
た
た
め
、
調
査
実
施
の
な
か
ば
に
新
た
に
一
八
四
人
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の
標
本
を
追
加
し
た
。
追
加
さ
れ
た
標
本
に
つ
い
て
は
調
査
期
聞
が
短
か
か
っ
た
た
め
、
第
一
次
の
傑
本
よ
り
も
回
収
率
が
悪
く
、
こ

の
こ
と
が
全
体
の
回
収
率
を
低
い
も
の
と
し
て
い
る
。

=yj. 
d附

第第全

員五体 i I 

-ーコ|標

八六豆 J套
四七ー|臥

回

本
稿
は
デ
ー
タ

l
の
収
集
の
面
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
内
容
の
分
析
に
関
し
て
も
先
の
研
究
会
で
な
さ
れ
た
稲
々
の
討
議
に
負
う
て
お

り
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
共
同
研
究
の
結
果
と
い
う
守
へ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
デ
ー
タ
l
の
処
理
、
図
表
の
作
成
に
関
し
て
は
特
に
北

海
道
大
学
助
手
(
当
時
)
の
蓮
池
穣
、
南
部
恵
子
両
氏
の
御
協
力
を
得
た
。
も
と
よ
り
こ
の
こ
と
は
木
稿
に
対
し
て
指
摘
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
諸
々
の
欠
陥
に
つ
い
て
の
筆
者
の
責
任
を
ま
ぬ
が
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
多
大
な
協
力
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
未
熟
な
結
果
し
か
公
表
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
危
倶
の
念
、
か
深
い
。

(
資
料
整
児
は
北
海
道
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
〉
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